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（３）（３）（３）（３）低炭素社会の実現低炭素社会の実現低炭素社会の実現低炭素社会の実現        【施策の方向【施策の方向【施策の方向【施策の方向】】】】    自然災害自然災害自然災害自然災害だだだだけでなく、人々のけでなく、人々のけでなく、人々のけでなく、人々の健康健康健康健康や生や生や生や生態態態態系などにも影響を系などにも影響を系などにも影響を系などにも影響を及及及及ぼぼぼぼす地球温暖化対策として、県す地球温暖化対策として、県す地球温暖化対策として、県す地球温暖化対策として、県内内内内温室効果ガス排出量の温室効果ガス排出量の温室効果ガス排出量の温室効果ガス排出量の約約約約 99995555％％％％をををを占占占占めるめるめるめる二酸二酸二酸二酸化炭素の排出化炭素の排出化炭素の排出化炭素の排出削削削削減対策が重要な課題減対策が重要な課題減対策が重要な課題減対策が重要な課題ととととなっていなっていなっていなっています。そのため、熱エネルギーやます。そのため、熱エネルギーやます。そのため、熱エネルギーやます。そのため、熱エネルギーや未利未利未利未利用用用用エネルギーなどのエネルギーなどのエネルギーなどのエネルギーなどの再再再再生生生生可能可能可能可能エネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギーのささささらなるらなるらなるらなる利利利利活活活活用用用用をををを図図図図るとともにるとともにるとともにるとともに省省省省エネ・エネ・エネ・エネ・節電節電節電節電ススススタタタタイルの推進・定イルの推進・定イルの推進・定イルの推進・定着着着着をををを促促促促します。また、します。また、します。また、します。また、森林面積森林面積森林面積森林面積が県が県が県が県土土土土面積面積面積面積のののの約約約約８割８割８割８割をををを占占占占める本県のめる本県のめる本県のめる本県の特特特特性を活かし、性を活かし、性を活かし、性を活かし、二酸二酸二酸二酸化炭素の化炭素の化炭素の化炭素の吸収吸収吸収吸収源源源源となるとなるとなるとなる森林森林森林森林のののの整備整備整備整備・保全に・保全に・保全に・保全に取取取取り組り組り組り組むむむむことことことことにより、により、により、により、産産産産業の活性化を業の活性化を業の活性化を業の活性化を図図図図り、り、り、り、持持持持続続続続可能可能可能可能な地域づくりをな地域づくりをな地域づくりをな地域づくりを促促促促進します。進します。進します。進します。     【【【【現況・目標値（指標設定による評価）現況・目標値（指標設定による評価）現況・目標値（指標設定による評価）現況・目標値（指標設定による評価）】】】】    指標設定の趣旨 指標項目 現況値 Ｈ26 目標値 Ｈ32 小施策 
温室効果ガスの削減対策の進捗を評価する指標として活用 温室効果ガス排出削減率 （基準年：H17） 5.4％増 （H24） 調整中 

温室効果ガスの排出削減 
森林環境教育指導者養成研修受講者数 2,895 人 4,500 人 ストップ温暖化推進員の委嘱者数 177 人 250 人 省エネ・節電の取り組みの進捗を評価する指標として活用 年間電力使用量低減率 （基準年：H26） ― 3.5% （H30） 再生可能エネルギー導入の進捗を評価する指標として活用 再生可能エネルギー導入量 240,954㎾ 385,526㎾ （H30） 木質バイオマスエネルギー利用量 18,729ｔ 40,000ｔ 二酸化炭素吸収源となる森林整備の進捗を評価する指標として活用 施業放置林における強度間伐の面積 7,510 ㏊ 12,000 ㏊ 二酸化炭素吸収源 の 整備 県民等の募金による植樹の本数 8,197本 8,900本       
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①温室効果ガスの排出削減①温室効果ガスの排出削減①温室効果ガスの排出削減①温室効果ガスの排出削減    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞                                                                    ＜＜＜＜目標目標目標目標＞＞＞＞                ＜＜＜＜関連指標関連指標関連指標関連指標＞＞＞＞    指標設定の趣旨 指標項目 現況値 Ｈ26 目標値 Ｈ32 温室効果ガスの削減対策の進捗を評価する指標として活用 温室効果ガス排出削減率 （基準年：H17） 5.4％増 （H24） 調整中 森林環境教育指導者養成研修受講者数 2,895 人 4,500 人 ストップ温暖化推進員の委嘱者数 177 人 250 人 省エネ・節電の取り組みの進捗を評価する指標として活用 年間電力使用量低減率 （基準年：H26） ― 3.5% (H30) 再生可能エネルギー導入の進捗を評価する指標として活用 再生可能エネルギー導入量 240,954㎾ 385,526kW (H30) 木質バイオマスエネルギー利用量 18,729ｔ 40,000ｔ         

        人間活動の人間活動の人間活動の人間活動の拡拡拡拡大に大に大に大に伴伴伴伴い、い、い、い、二酸二酸二酸二酸化炭素化炭素化炭素化炭素等等等等の温室効果ガスが大量に大気中に排出の温室効果ガスが大量に大気中に排出の温室効果ガスが大量に大気中に排出の温室効果ガスが大量に大気中に排出さささされるよれるよれるよれるよううううになになになになり、地球全体の温り、地球全体の温り、地球全体の温り、地球全体の温度度度度がががが上昇上昇上昇上昇しています。しています。しています。しています。    本県における本県における本県における本県における 2012201220122012（（（（HHHH24242424））））年度年度年度年度の温室効果ガス排出量はの温室効果ガス排出量はの温室効果ガス排出量はの温室効果ガス排出量は 6666,,,,474474474474千千千千トトトトンンンンであり、であり、であり、であり、2005200520052005（（（（HHHH17171717））））年度年度年度年度    のののの 6666,,,,140140140140千千千千トトトトンンンンより増加しています。また経済成より増加しています。また経済成より増加しています。また経済成より増加しています。また経済成長長長長率にもよりますが、率にもよりますが、率にもよりますが、率にもよりますが、今今今今後後後後、、、、温室効果ガスの排出温室効果ガスの排出温室効果ガスの排出温室効果ガスの排出    削削削削減に減に減に減に向向向向けたけたけたけた追追追追加的な対策を加的な対策を加的な対策を加的な対策を講講講講じなかったじなかったじなかったじなかった場場場場合、合、合、合、本本本本県の温室効果ガスは増加し続け、県の温室効果ガスは増加し続け、県の温室効果ガスは増加し続け、県の温室効果ガスは増加し続け、2032032032030000（（（（HHHH44442222））））年度年度年度年度で（で（で（で（調調調調整整整整中）中）中）中）千千千千トトトトンンンンとなることがとなることがとなることがとなることが予想さ予想さ予想さ予想されます。れます。れます。れます。    部部部部門別門別門別門別にににに見見見見た本県の排出た本県の排出た本県の排出た本県の排出状状状状況況況況（エネルギー（エネルギー（エネルギー（エネルギー起源二酸起源二酸起源二酸起源二酸化炭素排出量）は、化炭素排出量）は、化炭素排出量）は、化炭素排出量）は、2012201220122012（（（（HHHH24242424））））年度時年度時年度時年度時点点点点    でででで家庭家庭家庭家庭部部部部門門門門がががが 22229999％％％％と一と一と一と一番番番番高く、高く、高く、高く、次次次次にににに運運運運輸輸輸輸部部部部門門門門がががが 22225555％％％％、、、、産産産産業業業業部部部部門門門門がががが 24242424％％％％、業、業、業、業務務務務部部部部門門門門がががが 22222222％％％％となっとなっとなっとなっ    ています。ています。ています。ています。本本本本県の県の県の県の特徴特徴特徴特徴としては、全国ととしては、全国ととしては、全国ととしては、全国と比比比比べてべてべてべて家庭家庭家庭家庭部部部部門門門門（全国（全国（全国（全国割割割割合合合合 18181818％％％％）と）と）と）と運運運運輸輸輸輸部部部部門門門門（全国（全国（全国（全国割割割割合合合合    20202020％％％％）の）の）の）の割割割割合が高く、合が高く、合が高く、合が高く、産産産産業業業業部部部部門門門門のののの割割割割合が低い（全国合が低い（全国合が低い（全国合が低い（全国割割割割合合合合 37373737％％％％））））状状状状況況況況です。です。です。です。    温室効果ガスの温室効果ガスの温室効果ガスの温室効果ガスの約約約約 95959595％％％％はははは二酸二酸二酸二酸化炭素であり、化炭素であり、化炭素であり、化炭素であり、二酸二酸二酸二酸化炭素の排出化炭素の排出化炭素の排出化炭素の排出削削削削減減減減がががが地球温暖化地球温暖化地球温暖化地球温暖化防止防止防止防止の大の大の大の大    きな柱となります。きな柱となります。きな柱となります。きな柱となります。特特特特に本県はに本県はに本県はに本県は個個個個人の人の人の人の消費消費消費消費志志志志向向向向や行動や行動や行動や行動意識意識意識意識に大きくに大きくに大きくに大きく依依依依存する存する存する存する家庭家庭家庭家庭部部部部門門門門・・・・運運運運輸輸輸輸部部部部門門門門    におけるにおけるにおけるにおける二酸二酸二酸二酸化炭素排出化炭素排出化炭素排出化炭素排出割割割割合が高いため、県合が高いため、県合が高いため、県合が高いため、県民民民民のののの意識意識意識意識を大きく変を大きく変を大きく変を大きく変ええええていくことが重要でていくことが重要でていくことが重要でていくことが重要です。す。す。す。またまたまたまた、、、、部部部部門毎門毎門毎門毎のののの二酸二酸二酸二酸化炭素排出の要化炭素排出の要化炭素排出の要化炭素排出の要因因因因をををを分分分分析析析析したしたしたしたうえうえうえうえで、で、で、で、部部部部門別門別門別門別にににに本本本本県に県に県に県に適適適適した施策を展開していくした施策を展開していくした施策を展開していくした施策を展開していく    必必必必要もあります。要もあります。要もあります。要もあります。    
    温室効果ガスの排出温室効果ガスの排出温室効果ガスの排出温室効果ガスの排出削削削削減に減に減に減に向向向向け、県け、県け、県け、県民民民民・事業・事業・事業・事業者者者者・行政が一体となって・行政が一体となって・行政が一体となって・行政が一体となって取取取取り組り組り組り組むむむむ社会を社会を社会を社会を目指目指目指目指します。します。します。します。    
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                                                                ＜＜＜＜小施策・事業小施策・事業小施策・事業小施策・事業＞＞＞＞    ①－１①－１①－１①－１    省エネ・節電等の推進省エネ・節電等の推進省エネ・節電等の推進省エネ・節電等の推進    省省省省エネ・エネ・エネ・エネ・節電節電節電節電の実の実の実の実践践践践をををを促促促促進するため、奈良進するため、奈良進するため、奈良進するため、奈良県地球温暖化県地球温暖化県地球温暖化県地球温暖化防止防止防止防止活動推進活動推進活動推進活動推進セセセセンタンタンタンターーーー等等等等によるによるによるによる普普普普及及及及啓啓啓啓発活動を発活動を発活動を発活動を通通通通して、して、して、して、家庭家庭家庭家庭でのでのでのでの意識意識意識意識のののの醸醸醸醸成を成を成を成を図図図図るとともに、事業るとともに、事業るとともに、事業るとともに、事業所所所所等等等等に対してはに対してはに対してはに対しては二酸二酸二酸二酸化炭素化炭素化炭素化炭素削削削削減に関する減に関する減に関する減に関する専門専門専門専門家家家家のののの派派派派遣遣遣遣やややや省省省省エネエネエネエネ設設設設備備備備導入導入導入導入のののの支援支援支援支援をををを図図図図ります。また、ります。また、ります。また、ります。また、県全体で県全体で県全体で県全体で節電節電節電節電のののの取取取取り組り組り組り組みが一みが一みが一みが一層層層層浸透浸透浸透浸透するよするよするよするようううう、奈良県、奈良県、奈良県、奈良県節電協節電協節電協節電協議議議議会（会（会（会（平平平平成成成成 23232323年年年年 7777月設立月設立月設立月設立）による「奈良の）による「奈良の）による「奈良の）による「奈良の節電節電節電節電ススススタタタタイル」イル」イル」イル」のののの取取取取り組みを継続的に推進します。り組みを継続的に推進します。り組みを継続的に推進します。り組みを継続的に推進します。    （事業例） ○奈良県節電協議会による「奈良の節電スタイル」の普及 ○奈良県地球温暖化防止活動推進センターや奈良県環境県民フォーラムによる啓発活動 ○CO2排出量の「見える化」による啓発 ○中小企業等の省エネ設備導入支援 ○県域水道ファシリティマネジメントの推進 ○県有施設における省エネ・省CO2機器・材料の調達 ○事業所等への専門家派遣による省エネ・節電の促進 ○環境にやさしい買物キャンペーン ○ストップ温暖化推進員の養成 ○環境アドバイザーの派遣 ○低炭素型住宅の普及              

0.00.10.20.30.4
0.5

4,0005,0006,0007,000
H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

二酸化炭素排出係数
温室効果ガス排出量（千トン） （出所：環境政策課）

温室効果ガス排出量の推移
エネルギー起源二酸化炭素 非エネルギー起源二酸化炭素メタン 一酸化二窒素HFC等 二酸化炭素排出係数

81,845 147,905 240,954 271,340 
0100,000200,000300,000400,000

H24 H25 H26 H27.6
導入設備容量（ｋＷ） (出所：資源エネルギー庁ＨＰ）

再生可能エネルギー導入状況

9,900 13,500 15,800 17,200 15,700 11,699 15,763 18,155 18,729 
05,00010,00015,00020,00025,000

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26
利用量（ｔ） （出所：奈良の木ブランド課）

木質ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰ利用量（ｔ）
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①－２①－２①－２①－２    再生可能エネルギーの活用再生可能エネルギーの活用再生可能エネルギーの活用再生可能エネルギーの活用    本県の地勢本県の地勢本県の地勢本県の地勢条件条件条件条件やややや資源等資源等資源等資源等をできるをできるをできるをできる限限限限り活り活り活り活用用用用して、して、して、して、太陽太陽太陽太陽光光光光やややや木木木木質質質質ババババイイイイオマオマオマオマスススス、、、、小小小小水水水水力等力等力等力等のののの多様な多様な多様な多様な再再再再生生生生可能可能可能可能エネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギーの導入導入導入導入をををを促促促促進進進進します。また、します。また、します。また、します。また、太陽太陽太陽太陽光光光光発発発発電電電電とととと蓄蓄蓄蓄電電電電池池池池等等等等との組み合わとの組み合わとの組み合わとの組み合わせせせせにににによるエよるエよるエよるエネルギーの高ネルギーの高ネルギーの高ネルギーの高度度度度利利利利活活活活用用用用をををを促促促促進します。進します。進します。進します。    （事業例） ○木質バイオマスエネルギー等、再生可能エネルギーの導入促進 ○住宅等への省エネ・創エネ・蓄エネ設備の普及促進 ○小水力発電の導入促進 ○熱利用設備の導入促進 ○公共施設の再生可能エネルギー導入促進 ○再生可能エネルギーを活用する中小企業向け融資制度の実施 ○地域の避難所や防災拠点等への再生可能エネルギー等の導入支援 ○エネルギー・環境技術関連企業をはじめとした企業誘致活動の実施 ○専門家派遣による再生可能エネルギー導入の促進  ①－３①－３①－３①－３    フロン対策等の推進フロン対策等の推進フロン対策等の推進フロン対策等の推進    家家家家電電電電や自動や自動や自動や自動車車車車エエエエアアアアコンコンコンコンからのからのからのからのフフフフロロロロンンンン類類類類のののの回収回収回収回収のののの徹底徹底徹底徹底や、や、や、や、フフフフロロロロンンンン類類類類充充充充填填填填・・・・回収回収回収回収業業業業者者者者のののの登録登録登録登録及び及び及び及び指導指導指導指導、、、、ユユユユーーーーザザザザーによるーによるーによるーによるフフフフロロロロンンンン類類類類使用使用使用使用機機機機器器器器のののの維持維持維持維持管理管理管理管理等等等等のののの徹底徹底徹底徹底をををを図図図図りますりますりますります。。。。    （事業例） ○フロン類の適正な管理・回収・破壊の促進 ○家電リサイクル法の適切な運用及び普及啓発 ○自動車リサイクル法の適切な運用及び普及啓発     ①－４①－４①－４①－４    自動車等の移動発生源対策自動車等の移動発生源対策自動車等の移動発生源対策自動車等の移動発生源対策    自動自動自動自動車車車車等等等等のののの移移移移動発生動発生動発生動発生源源源源からの温室効果ガス排出からの温室効果ガス排出からの温室効果ガス排出からの温室効果ガス排出削削削削減を減を減を減を図図図図るため、るため、るため、るため、エエエエコカコカコカコカーのーのーのーの導入導入導入導入をををを促促促促進す進す進す進するとともに、るとともに、るとともに、るとともに、公共公共公共公共交通交通交通交通機関や自転機関や自転機関や自転機関や自転車車車車のののの利利利利用促用促用促用促進、進、進、進、交通交通交通交通管管管管制シ制シ制シ制シスススステムテムテムテムの高の高の高の高度度度度化化化化等等等等のののの交通交通交通交通円滑円滑円滑円滑化化化化対策による対策による対策による対策による道路交通道路交通道路交通道路交通のののの渋滞渋滞渋滞渋滞解消解消解消解消などなどなどなどにににに取取取取り組みます。り組みます。り組みます。り組みます。また、また、また、また、農業農業農業農業等等等等の地の地の地の地産産産産地地地地消消消消をををを促促促促進すること進すること進すること進することにより、により、により、により、輸送輸送輸送輸送にににに伴伴伴伴い発生するい発生するい発生するい発生する二酸二酸二酸二酸化炭素排出量化炭素排出量化炭素排出量化炭素排出量のののの削削削削減減減減をををを図図図図ります。ります。ります。ります。    （事業例） ○エコカーの導入促進 ○電気自動車等の充電設備の導入促進 ○移動ニーズに対応する公共交通の維持確保及び利用促進 ○広域自転車道整備等による自転車利用促進 ○交通円滑化対策の推進 ○農業等の地産地消の推進 ○エコドライブの推進  



-47- 

②②②②二酸化炭素吸収源の整備二酸化炭素吸収源の整備二酸化炭素吸収源の整備二酸化炭素吸収源の整備    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞                                    ＜＜＜＜目標目標目標目標＞＞＞＞                ＜＜＜＜関連指標関連指標関連指標関連指標＞＞＞＞    指標設定の趣旨 指標項目 現況値 Ｈ26 目標値 Ｈ32 二酸化炭素吸収源となる森林整備の進捗を評価する指標として活用 施業放置林における強度間伐の面積 7,510 ㏊ 12,000 ㏊ 県民等の募金による植樹の本数 8,197本 8,900本                                                         

        森林森林森林森林はその成はその成はその成はその成長長長長のののの過程過程過程過程で、大気中ので、大気中ので、大気中ので、大気中の二酸二酸二酸二酸化炭素を化炭素を化炭素を化炭素を吸収吸収吸収吸収し、し、し、し、幹幹幹幹やややや枝枝枝枝等等等等にににに長長長長期間にわたって期間にわたって期間にわたって期間にわたって蓄蓄蓄蓄積積積積するなど、するなど、するなど、するなど、二酸二酸二酸二酸化炭素の化炭素の化炭素の化炭素の吸収吸収吸収吸収・・・・貯蔵庫貯蔵庫貯蔵庫貯蔵庫として重要なとして重要なとして重要なとして重要な役割役割役割役割をををを担担担担っています。しかし、っています。しかし、っています。しかし、っています。しかし、山村山村山村山村地域におけ地域におけ地域におけ地域におけ    るるるる過過過過疎疎疎疎・・・・高齢化の進行、高齢化の進行、高齢化の進行、高齢化の進行、木木木木材材材材価価価価格格格格の低迷の低迷の低迷の低迷等等等等によによによによりりりり、、、、手入手入手入手入れの行きれの行きれの行きれの行き届届届届かないかないかないかない森林森林森林森林の増加が問題となの増加が問題となの増加が問題となの増加が問題とな    っています。っています。っています。っています。    森林森林森林森林のののの荒荒荒荒廃は、廃は、廃は、廃は、森林森林森林森林のののの持持持持つつつつ二酸二酸二酸二酸化炭素の化炭素の化炭素の化炭素の吸収吸収吸収吸収機機機機能能能能をををを低下低下低下低下させさせさせさせることから、ることから、ることから、ることから、森林森林森林森林面積面積面積面積が県が県が県が県土土土土面面面面    積積積積のののの約８割約８割約８割約８割をををを占占占占めるめるめるめる本県に本県に本県に本県においておいておいておいて、、、、今今今今後、後、後、後、適切適切適切適切なななな森林森林森林森林管理により管理により管理により管理により二酸二酸二酸二酸化炭素の化炭素の化炭素の化炭素の吸収吸収吸収吸収源源源源を確保し、を確保し、を確保し、を確保し、    地球温暖化地球温暖化地球温暖化地球温暖化防止防止防止防止にににに積極積極積極積極的に的に的に的に貢献貢献貢献貢献していくことがしていくことがしていくことがしていくことが求求求求めらめらめらめられれれれます。ます。ます。ます。    
    森林の適切な整備・利用等が進み、森林による二酸化炭素吸収量が増加している姿を目指します。森林の適切な整備・利用等が進み、森林による二酸化炭素吸収量が増加している姿を目指します。森林の適切な整備・利用等が進み、森林による二酸化炭素吸収量が増加している姿を目指します。森林の適切な整備・利用等が進み、森林による二酸化炭素吸収量が増加している姿を目指します。    

538 1,348 2,035 2,986 3,970 4,769 5,772 6,737 7,510 
02,0004,0006,0008,00010,000

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26
面積（ｈａ） （出所：森林整備課）

施業放置林における強度間伐等の実施面積（ha)
1,128 1,503 1,947 3,041 4,832 5,878 6,542 7,351 7,628 7,883 8,197 

02,0004,0006,0008,00010,000
H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

樹木数（本） （出所：森林整備課）
県民等からの募金により新たに植樹された樹木数（本）
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    ＜＜＜＜小施策・事業小施策・事業小施策・事業小施策・事業＞＞＞＞    ②－１②－１②－１②－１    健全な森林の整備健全な森林の整備健全な森林の整備健全な森林の整備    森林森林森林森林がががが有有有有するするするする二酸二酸二酸二酸化炭素化炭素化炭素化炭素吸収吸収吸収吸収等等等等の多の多の多の多面面面面的機的機的機的機能能能能をををを持持持持続的に発続的に発続的に発続的に発揮揮揮揮させさせさせさせるため、施業るため、施業るため、施業るため、施業放放放放置置置置林林林林のののの強強強強    度度度度間間間間伐伐伐伐や県や県や県や県産産産産材材材材のののの利利利利用用用用をををを促促促促進進進進しますしますしますします。。。。    （事業例） ○施業放置林・環境保全林の整備促進 ○県産材の利用促進 ○森林環境教育の指導者養成 ○森林管理の基盤となる林道整備の推進  ②－２②－２②－２②－２    保安林等の適正な管理と保全保安林等の適正な管理と保全保安林等の適正な管理と保全保安林等の適正な管理と保全        保安保安保安保安林等林等林等林等がががが持持持持つつつつ二酸二酸二酸二酸化炭素化炭素化炭素化炭素吸収吸収吸収吸収機機機機能能能能のののの維持維持維持維持・・・・向上向上向上向上をををを図図図図るため、るため、るため、るため、荒荒荒荒廃した保安廃した保安廃した保安廃した保安林林林林の計画的なの計画的なの計画的なの計画的な整整整整    備備備備及び指及び指及び指及び指定など定など定など定など､､､､保安保安保安保安林制度林制度林制度林制度のののの円滑円滑円滑円滑・・・・適切適切適切適切なななな運用運用運用運用にににに努努努努めます。めます。めます。めます。    （事業例） ○保安林制度の適切な運用 ○施業放置林・環境保全林の整備促進  ②－３②－３②－３②－３    県産材需要の拡大県産材需要の拡大県産材需要の拡大県産材需要の拡大    森林森林森林森林がががが吸収吸収吸収吸収したしたしたした二酸二酸二酸二酸化炭素は、化炭素は、化炭素は、化炭素は、木木木木材材材材としてとしてとしてとして利利利利用用用用することですることですることですることで固固固固定定定定さささされ続けることから、れ続けることから、れ続けることから、れ続けることから、住住住住宅宅宅宅資資資資材材材材等等等等    へへへへの県の県の県の県産産産産材材材材のののの利利利利用促用促用促用促進に進に進に進に取取取取り組みます。り組みます。り組みます。り組みます。    （事業例） ○「奈良県地域材認証制度」による県産材の需用拡大 ○一般住宅での県産材の利用促進 ○公共施設等の木質化の促進 ○公共事業への間伐材等の利用促進           
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③③③③顕在化する地球温暖化への適応顕在化する地球温暖化への適応顕在化する地球温暖化への適応顕在化する地球温暖化への適応    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞                ＜＜＜＜目標目標目標目標＞＞＞＞                ＜＜＜＜小施策・事業小施策・事業小施策・事業小施策・事業＞＞＞＞    ③－１③－１③－１③－１    温暖化の影響と考えられる県内事象の調査研究温暖化の影響と考えられる県内事象の調査研究温暖化の影響と考えられる県内事象の調査研究温暖化の影響と考えられる県内事象の調査研究    温暖化の影響と温暖化の影響と温暖化の影響と温暖化の影響と考え考え考え考えられる様々な事象（られる様々な事象（られる様々な事象（られる様々な事象（土土土土砂砂砂砂災害、農作物の品質低下、熱中症・感染症の発災害、農作物の品質低下、熱中症・感染症の発災害、農作物の品質低下、熱中症・感染症の発災害、農作物の品質低下、熱中症・感染症の発生など）について、生など）について、生など）について、生など）について、専門専門専門専門的な観点から的な観点から的な観点から的な観点から情情情情報報報報収収収収集集集集と現と現と現と現状状状状分分分分析析析析を行います。を行います。を行います。を行います。    （事業例） ○土砂災害、農作物被害、熱中症、感染症などの情報収集・研究     ③－２③－２③－２③－２    各分野における適応策の検討促進各分野における適応策の検討促進各分野における適応策の検討促進各分野における適応策の検討促進    県県県県内内内内事象事象事象事象等等等等にかかるにかかるにかかるにかかる調査調査調査調査研究研究研究研究成果をもとに、本県における成果をもとに、本県における成果をもとに、本県における成果をもとに、本県における気気気気候候候候変動の影響変動の影響変動の影響変動の影響へへへへのののの適適適適応応応応策の策の策の策の研研研研究究究究にににに取取取取り組みますり組みますり組みますり組みます。。。。    （事業例） ○県内事象の調査研究を踏まえた適応策の検討   

        県県県県内内内内での地球温暖化の影響とでの地球温暖化の影響とでの地球温暖化の影響とでの地球温暖化の影響と考え考え考え考えられる様々な事象についてられる様々な事象についてられる様々な事象についてられる様々な事象について、、、、情情情情報報報報収収収収集集集集や現や現や現や現状状状状分分分分析析析析を行を行を行を行ううううとととと    ともに、関係機関ともに、関係機関ともに、関係機関ともに、関係機関等等等等とととと情情情情報報報報をををを共共共共有有有有しながらしながらしながらしながら、気、気、気、気候候候候変動の影響変動の影響変動の影響変動の影響へへへへの対策をの対策をの対策をの対策を検討検討検討検討・・・・促促促促進進進進します。します。します。します。    
        県県県県内内内内事象をもとに温暖化事象をもとに温暖化事象をもとに温暖化事象をもとに温暖化へへへへのののの適適適適応策を応策を応策を応策を検討検討検討検討・・・・促促促促進します。進します。進します。進します。    
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（４）（４）（４）（４）循環型社会の構築循環型社会の構築循環型社会の構築循環型社会の構築     【施策の方向】【施策の方向】【施策の方向】【施策の方向】    「ものを大「ものを大「ものを大「ものを大切切切切にする」にする」にする」にする」意識意識意識意識ををををささささらにらにらにらに醸醸醸醸成しながら、廃棄物対策の成しながら、廃棄物対策の成しながら、廃棄物対策の成しながら、廃棄物対策の取取取取り組みをり組みをり組みをり組みを通通通通して、して、して、して、天天天天然然然然資源資源資源資源のののの消費消費消費消費がががが抑抑抑抑制さ制さ制さ制され、環境れ、環境れ、環境れ、環境へへへへのののの負荷負荷負荷負荷が低減が低減が低減が低減さささされる循環型社会の構築をれる循環型社会の構築をれる循環型社会の構築をれる循環型社会の構築を目指目指目指目指します。また、ごみを減します。また、ごみを減します。また、ごみを減します。また、ごみを減らすことは、地域の生活環境らすことは、地域の生活環境らすことは、地域の生活環境らすことは、地域の生活環境だだだだけでなく、景観や地球温暖化対策、生物多様性の保全など様々けでなく、景観や地球温暖化対策、生物多様性の保全など様々けでなく、景観や地球温暖化対策、生物多様性の保全など様々けでなく、景観や地球温暖化対策、生物多様性の保全など様々な環境課題にな環境課題にな環境課題にな環境課題に貢献貢献貢献貢献できるものであり、「きれいにできるものであり、「きれいにできるものであり、「きれいにできるものであり、「きれいに暮暮暮暮らす奈良県スらす奈良県スらす奈良県スらす奈良県スタタタタイル」構築のイル」構築のイル」構築のイル」構築のベベベベースとなることースとなることースとなることースとなることから、県から、県から、県から、県民民民民一人一人一人一人ひひひひとりが日々のとりが日々のとりが日々のとりが日々の暮暮暮暮らしのなかでらしのなかでらしのなかでらしのなかで資源資源資源資源やエネルギーを大やエネルギーを大やエネルギーを大やエネルギーを大切切切切にする「環境ににする「環境ににする「環境ににする「環境に配慮配慮配慮配慮したしたしたしたラララライイイイフフフフススススタタタタイル」のイル」のイル」のイル」の促促促促進を進を進を進を図図図図ります。重点的なります。重点的なります。重点的なります。重点的な取取取取りりりり組みとして、これまで県と組みとして、これまで県と組みとして、これまで県と組みとして、これまで県と市町村市町村市町村市町村がががが連携連携連携連携しししして推て推て推て推進してきた奈良モデルによる「ごみ処理の進してきた奈良モデルによる「ごみ処理の進してきた奈良モデルによる「ごみ処理の進してきた奈良モデルによる「ごみ処理の広広広広域化」の域化」の域化」の域化」の取取取取り組みを継続・発展り組みを継続・発展り組みを継続・発展り組みを継続・発展させさせさせさせながら、本県のながら、本県のながら、本県のながら、本県の地域地域地域地域特特特特性に性に性に性に適適適適した３した３した３した３ＲＲＲＲ（リデ（リデ（リデ（リデュュュュース・リース・リース・リース・リユユユユース・リサイクル）ース・リサイクル）ース・リサイクル）ース・リサイクル）等等等等をををを促促促促進することにより、進することにより、進することにより、進することにより、ささささらなる「ごみのらなる「ごみのらなる「ごみのらなる「ごみの減量化」に減量化」に減量化」に減量化」に向向向向けて、県けて、県けて、県けて、県民民民民をはじめ多様なをはじめ多様なをはじめ多様なをはじめ多様な主主主主体による体による体による体による積極積極積極積極的な実的な実的な実的な実践践践践活動の活動の活動の活動の普及普及普及普及・・・・拡拡拡拡大を大を大を大を図図図図ります。ります。ります。ります。        【【【【現況・目標値（指標設定による評価）現況・目標値（指標設定による評価）現況・目標値（指標設定による評価）現況・目標値（指標設定による評価）】】】】    指標設定の趣旨 指標項目 現況値 Ｈ25 目標値 Ｈ29 小施策 
ごみの減量化を評価する指標として活用 

ごみの排出量 一人１日あたりのごみの排出量（一廃） 918ｇ／人・日 870ｇ／人・日 廃棄物の排出抑制の促進 産業廃棄物排出量 1,539ｔ （H22) 1,560ｔ 
リサイクル率 一般廃棄物 13.1％ 25.0％ 廃棄物の循環的利用の促進 産業廃棄物 48.3％ （H22) 48.0％     ※この目標値は、平成※この目標値は、平成※この目標値は、平成※この目標値は、平成29292929 年度に策定する県廃棄物処理計画により見直す予定です。年度に策定する県廃棄物処理計画により見直す予定です。年度に策定する県廃棄物処理計画により見直す予定です。年度に策定する県廃棄物処理計画により見直す予定です。                            
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①廃棄物の排出抑①廃棄物の排出抑①廃棄物の排出抑①廃棄物の排出抑制制制制の促進の促進の促進の促進    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞                                        ＜＜＜＜目標目標目標目標＞＞＞＞                    ＜＜＜＜関連指標関連指標関連指標関連指標＞＞＞＞    指標設定の趣旨 指標項目 現況値 Ｈ25 目標値 Ｈ29 ごみの減量化を評価する指標として活用 ご み の排出量 一人１日あたりのごみの排出量（一廃） 918ｇ／人・日 870ｇ／人・日 産業廃棄物排出量 1,539ｔ （H22) 1,560ｔ ※この目標値は、平成※この目標値は、平成※この目標値は、平成※この目標値は、平成29292929 年度に策定する県廃棄物処理計画により見直す予定です。年度に策定する県廃棄物処理計画により見直す予定です。年度に策定する県廃棄物処理計画により見直す予定です。年度に策定する県廃棄物処理計画により見直す予定です。                                                                

        本県の一本県の一本県の一本県の一般般般般廃棄物の一人１日廃棄物の一人１日廃棄物の一人１日廃棄物の一人１日当当当当たりごみ排出量は、たりごみ排出量は、たりごみ排出量は、たりごみ排出量は、年年年年々減少してきており、々減少してきており、々減少してきており、々減少してきており、平平平平成成成成 25252525年度年度年度年度はははは    918918918918ｇｇｇｇで、全国で、全国で、全国で、全国平均平均平均平均値の値の値の値の 958958958958ｇｇｇｇよりよりよりより 40404040ｇｇｇｇ少なく、全国少なく、全国少なく、全国少なく、全国 12121212 位に位置しています。また、位に位置しています。また、位に位置しています。また、位に位置しています。また、産産産産業廃棄物は、業廃棄物は、業廃棄物は、業廃棄物は、    平平平平成成成成 22222222年度年度年度年度実実実実績績績績で、で、で、で、1111,,,,539539539539千千千千トトトトンンンン／／／／年年年年の排出量となっており、の排出量となっており、の排出量となっており、の排出量となっており、平平平平成成成成 17171717年度年度年度年度のののの 1111,,,,696696696696千千千千トトトトンンンン／／／／年年年年    にににに比比比比べて、べて、べて、べて、約約約約 10101010％％％％の減となっています。の減となっています。の減となっています。の減となっています。            このよこのよこのよこのよううううなななな状状状状況況況況をををを踏踏踏踏ままままええええ、、、、引引引引き続き、環境き続き、環境き続き、環境き続き、環境へへへへのののの負荷負荷負荷負荷が低減が低減が低減が低減さささされる循環型社会のれる循環型社会のれる循環型社会のれる循環型社会の形形形形成を推進して成を推進して成を推進して成を推進して    いくため、いくため、いくため、いくため、ままままずずずずは、出来るは、出来るは、出来るは、出来るだだだだけ「ごみを出け「ごみを出け「ごみを出け「ごみを出ささささない」ない」ない」ない」生活ス生活ス生活ス生活スタタタタイルや事業イルや事業イルや事業イルや事業形形形形態態態態へへへへのののの転換転換転換転換のののの促促促促進を進を進を進を図図図図り、り、り、り、    ささささらなるごみの減量化にらなるごみの減量化にらなるごみの減量化にらなるごみの減量化に向向向向けたけたけたけた取取取取り組みを進めるり組みを進めるり組みを進めるり組みを進める必必必必要があります。要があります。要があります。要があります。    
    一人１日一人１日一人１日一人１日当当当当たりのごみ排出量をたりのごみ排出量をたりのごみ排出量をたりのごみ排出量を平均平均平均平均で５で５で５で５％％％％以上以上以上以上減らすことを減らすことを減らすことを減らすことを目指目指目指目指します。します。します。します。    

（（（（１１１１））））一般廃棄物一般廃棄物一般廃棄物一般廃棄物最終処分量最終処分量最終処分量最終処分量再生利用量再生利用量再生利用量再生利用量排出量排出量排出量排出量
平成12年度 平成17年度 平成22年度 平成29年度
97千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ（（（（17.017.017.017.0％）％）％）％） 78千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ（（（（14.214.214.214.2％）％）％）％） 64千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ（（（（13.313.313.313.3％）％）％）％） 46千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ（（（（10.310.310.310.3％）％）％）％）
81千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ（（（（14.114.114.114.1％）％）％）％） 83千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ（（（（15.115.115.115.1％）％）％）％） 69千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ（（（（14.414.414.414.4％）％）％）％） 113千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ（（（（25.025.025.025.0％）％）％）％）

572千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ家庭ごみ家庭ごみ家庭ごみ家庭ごみ414414414414千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ 548千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ 482千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ 446千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ398398398398千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ 336336336336千トン千トン千トン千トン 309309309309千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ事業ごみ事業ごみ事業ごみ事業ごみ158158158158千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ 150150150150千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ 146146146146千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ 137137137137千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ1,0741,0741,0741,074ｇ／人・日ｇ／人・日ｇ／人・日ｇ／人・日 1,0401,0401,0401,040ｇ／人・日ｇ／人・日ｇ／人・日ｇ／人・日 932932932932ｇ／人・日ｇ／人・日ｇ／人・日ｇ／人・日 870870870870ｇ／人・日ｇ／人・日ｇ／人・日ｇ／人・日
▲394千ﾄﾝ ▲387千ﾄﾝ ▲349千ﾄﾝ ▲287千ﾄﾝ

（（（（２２２２））））産業廃棄物産業廃棄物産業廃棄物産業廃棄物最終処分量最終処分量最終処分量最終処分量再生利用量再生利用量再生利用量再生利用量排出量排出量排出量排出量 中 間 処 理（脱水、焼却等）に よ る 減 量 化平成13年度 平成17年度 平成22年度 平成29年度
184千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ（（（（12.212.212.212.2％）％）％）％） 99千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ（（（（ 5.85.85.85.8％）％）％）％） 74千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ（（（（ 4.84.84.84.8％）％）％）％） 64千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ（（（（ 4.14.14.14.1％）％）％）％）
634千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ（（（（42.042.042.042.0％）％）％）％） 822千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ（（（（48.548.548.548.5％）％）％）％） 743千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ（（（（48.348.348.348.3％）％）％）％） 749千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ（（（（48.048.048.048.0％）％）％）％）

1,508千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ 1,696千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ 1,539千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ 1,560千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ千ﾄﾝ▲690千ﾄﾝ ▲775千ﾄﾝ ▲722千ﾄﾝ ▲747千ﾄﾝ
■一般廃棄物 ■産業廃棄物 
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＜＜＜＜小施策・事業小施策・事業小施策・事業小施策・事業＞＞＞＞    ①－１①－１①－１①－１    「「「「ごごごごみみみみゼゼゼゼロ生活」の推進ロ生活」の推進ロ生活」の推進ロ生活」の推進    資源資源資源資源循環型の循環型の循環型の循環型の持持持持続続続続可能可能可能可能な社会をな社会をな社会をな社会を形形形形成していくためには、環境成していくためには、環境成していくためには、環境成していくためには、環境へへへへのののの負荷負荷負荷負荷の少ない生活スの少ない生活スの少ない生活スの少ない生活スタタタタイルをイルをイルをイルをよりよりよりより広広広広く実く実く実く実践践践践していくことが大していくことが大していくことが大していくことが大切切切切です。そのため、まです。そのため、まです。そのため、まです。そのため、まずずずずは、県は、県は、県は、県民民民民一人一人一人一人ひひひひとりが、出来るとりが、出来るとりが、出来るとりが、出来る限限限限りごみを出りごみを出りごみを出りごみを出ささささないないないない暮暮暮暮らし（「ごみらし（「ごみらし（「ごみらし（「ごみゼゼゼゼロ生活」）をロ生活」）をロ生活」）をロ生活」）を意識意識意識意識し実し実し実し実践践践践していくことがしていくことがしていくことがしていくことが必必必必要です。要です。要です。要です。市町村市町村市町村市町村、関係機関・、関係機関・、関係機関・、関係機関・団団団団体体体体等等等等ととととのののの連携連携連携連携・・・・協働協働協働協働により、イにより、イにより、イにより、イベベベベンンンント・ト・ト・ト・講習講習講習講習会、会、会、会、ホホホホーーーームムムムペペペページなど様々な機会をージなど様々な機会をージなど様々な機会をージなど様々な機会を通通通通して、「ごみして、「ごみして、「ごみして、「ごみゼゼゼゼロ生活」実ロ生活」実ロ生活」実ロ生活」実現に現に現に現に向向向向けた県けた県けた県けた県民へ民へ民へ民へのののの啓啓啓啓発発発発等等等等のののの取取取取り組みを推進します。り組みを推進します。り組みを推進します。り組みを推進します。    （事業例） ○環境にやさしい買物キャンペーン ○イベント等による普及啓発  ○地域での環境学習等への支援 ○資源ごみの集団・拠点回収の促進 ○ごみ減量化・リサイクルに取り組む模範団体等の顕彰  ①－２①－２①－２①－２    技術技術技術技術・研究開発の促進（排出抑・研究開発の促進（排出抑・研究開発の促進（排出抑・研究開発の促進（排出抑制制制制・減量化）・減量化）・減量化）・減量化）    事業活動に事業活動に事業活動に事業活動に伴伴伴伴って排出って排出って排出って排出さささされる廃棄物をれる廃棄物をれる廃棄物をれる廃棄物を削削削削減するため、県減するため、県減するため、県減するため、県内内内内事業事業事業事業者者者者がががが取取取取り組り組り組り組むむむむ廃棄物の排出を廃棄物の排出を廃棄物の排出を廃棄物の排出を抑抑抑抑制制制制するためのするためのするためのするための研究研究研究研究開発や開発や開発や開発や設設設設備備備備導入導入導入導入をををを支援支援支援支援・・・・促促促促進します。また、進します。また、進します。また、進します。また、公設公設公設公設試験試験試験試験研究研究研究研究機関（機関（機関（機関（産産産産業業業業振興振興振興振興総総総総合合合合セセセセンタンタンタンター、農業ー、農業ー、農業ー、農業研究研究研究研究開発開発開発開発セセセセンタンタンタンター、ー、ー、ー、森林森林森林森林技術セ技術セ技術セ技術センタンタンタンター、ー、ー、ー、畜畜畜畜産産産産技術セ技術セ技術セ技術センタンタンタンターーーー等等等等）を）を）を）を拠拠拠拠点として、点として、点として、点として、産産産産学学学学官官官官のののの連携連携連携連携により、廃棄物の排出により、廃棄物の排出により、廃棄物の排出により、廃棄物の排出抑抑抑抑制制制制、減量化、減量化、減量化、減量化等等等等にににに資資資資するするするする先先先先進進進進技術技術技術技術の開発をの開発をの開発をの開発を促促促促進します。進します。進します。進します。    （事業例） ○排出事業者の研究開発・設備導入支援 ○環境カウンセラーの派遣 ○公設試験研究機関等による研究開発の促進 ○産学官連携による研究開発の促進     ①－３①－３①－３①－３    事業事業事業事業者者者者の自の自の自の自主主主主的的的的取取取取りりりり組みの促進（排出抑組みの促進（排出抑組みの促進（排出抑組みの促進（排出抑制制制制・減量化）・減量化）・減量化）・減量化）    事業活動に事業活動に事業活動に事業活動に伴う伴う伴う伴う廃棄物は、景気の動廃棄物は、景気の動廃棄物は、景気の動廃棄物は、景気の動向向向向や観や観や観や観光光光光需需需需要などの影響も要などの影響も要などの影響も要などの影響も受受受受けており、けており、けており、けており、引引引引き続き、事業き続き、事業き続き、事業き続き、事業者者者者    の自の自の自の自主主主主的な的な的な的な取取取取り組みによる排出り組みによる排出り組みによる排出り組みによる排出抑抑抑抑制制制制・減量化を・減量化を・減量化を・減量化を促促促促進する進する進する進する必必必必要があります。事業要があります。事業要があります。事業要があります。事業者者者者に対して、排出に対して、排出に対して、排出に対して、排出事業事業事業事業者者者者責任責任責任責任やややや拡拡拡拡大生大生大生大生産者産者産者産者責任責任責任責任のののの徹底徹底徹底徹底についてについてについてについて啓啓啓啓発・発・発・発・指導指導指導指導を行を行を行を行ううううとともに、多量排出事業とともに、多量排出事業とともに、多量排出事業とともに、多量排出事業者者者者に対に対に対に対し減量化計画の策定をし減量化計画の策定をし減量化計画の策定をし減量化計画の策定を促促促促し、計画に基づく排出し、計画に基づく排出し、計画に基づく排出し、計画に基づく排出抑抑抑抑制制制制や減量化の実施についてや減量化の実施についてや減量化の実施についてや減量化の実施について積極積極積極積極的に的に的に的に指導指導指導指導しましましまします。また、廃棄物の排出す。また、廃棄物の排出す。また、廃棄物の排出す。また、廃棄物の排出抑抑抑抑制制制制や減量化のためのや減量化のためのや減量化のためのや減量化のためのママママネジネジネジネジメンメンメンメントトトトシシシシスススステム等テム等テム等テム等のののの導入導入導入導入をををを促促促促進します。進します。進します。進します。    （事業例） ○多量排出事業者のごみ減量化促進 ○排出事業者の研究開発、設備導入支援 ○産業廃棄物有効利用情報制度の活用促進 ○環境カウンセラーの派遣 ○環境マネジメントシステム導入とグリーン購入の促進 ○環境経営（マテリアルフローコスト会計）の導入促進  
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①－４①－４①－４①－４    ごごごごみの排出抑みの排出抑みの排出抑みの排出抑制制制制のたのたのたのためめめめのののの経済経済経済経済的的的的手法手法手法手法の導入促進の導入促進の導入促進の導入促進 ごみの排出ごみの排出ごみの排出ごみの排出抑抑抑抑制制制制・減量化を・減量化を・減量化を・減量化をささささらに効果的に進めていくためには、ごみ処理にかかるらに効果的に進めていくためには、ごみ処理にかかるらに効果的に進めていくためには、ごみ処理にかかるらに効果的に進めていくためには、ごみ処理にかかる費用負担費用負担費用負担費用負担のののの    公平公平公平公平化などに対する県化などに対する県化などに対する県化などに対する県民民民民の理の理の理の理解解解解がががが必必必必要です。ごみ処理の要です。ごみ処理の要です。ごみ処理の要です。ごみ処理の有有有有料料料料化は、排出化は、排出化は、排出化は、排出抑抑抑抑制制制制や減量化をや減量化をや減量化をや減量化を促促促促進進進進するための経済的イするための経済的イするための経済的イするための経済的インンンンセセセセンティンティンティンティブブブブとして一定の効果があることから、として一定の効果があることから、として一定の効果があることから、として一定の効果があることから、今今今今後も推進していく後も推進していく後も推進していく後も推進していく必必必必要があり要があり要があり要があります。ます。ます。ます。有有有有料料料料化化化化制度制度制度制度のののの導入予導入予導入予導入予定定定定状状状状況況況況やややや制度制度制度制度の改善の改善の改善の改善へへへへのののの取取取取り組みり組みり組みり組み状状状状況況況況等等等等について、について、について、について、市町村市町村市町村市町村の実情の実情の実情の実情をををを把握把握把握把握するとともに、するとともに、するとともに、するとともに、必必必必要な情要な情要な情要な情報報報報のののの提提提提供供供供にににに努努努努めます。また、ごみ処理の効率化・めます。また、ごみ処理の効率化・めます。また、ごみ処理の効率化・めます。また、ごみ処理の効率化・最最最最適適適適化を化を化を化を図図図図るため、るため、るため、るため、市町村市町村市町村市町村での処理での処理での処理での処理ココココストのストのストのストの分分分分析析析析をををを促促促促進するとともに、進するとともに、進するとともに、進するとともに、市町村市町村市町村市町村からのからのからのからの相相相相談談談談等等等等に応じてに応じてに応じてに応じて技術技術技術技術的な的な的な的な助助助助言言言言等等等等を行います。を行います。を行います。を行います。    （事業例） ○ごみ処理有料化の促進 ○ごみ処理コスト分析等の促進             ②②②②廃棄物の循環的廃棄物の循環的廃棄物の循環的廃棄物の循環的利利利利用の促進用の促進用の促進用の促進    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞                                ＜＜＜＜目標目標目標目標＞＞＞＞                    ＜＜＜＜関連指標関連指標関連指標関連指標＞＞＞＞    指標設定の趣旨 指標項目 現況値 Ｈ25 目標値 Ｈ29 ごみの減量化を評価する指標として活用 リサイクル率 一般廃棄物 13.1％ 25.0％ 産業廃棄物 48.3％ （H22) 48.0％ ※この目標値は、平成※この目標値は、平成※この目標値は、平成※この目標値は、平成29292929 年度に策定する県廃棄物処理計画により見直す予定です。年度に策定する県廃棄物処理計画により見直す予定です。年度に策定する県廃棄物処理計画により見直す予定です。年度に策定する県廃棄物処理計画により見直す予定です。                

        奈良県の廃棄物の奈良県の廃棄物の奈良県の廃棄物の奈良県の廃棄物の再再再再生生生生利利利利用用用用率は、一率は、一率は、一率は、一般般般般廃棄物、廃棄物、廃棄物、廃棄物、産産産産業廃棄物ともに、全国業廃棄物ともに、全国業廃棄物ともに、全国業廃棄物ともに、全国平均平均平均平均よりも低い水よりも低い水よりも低い水よりも低い水準準準準ににににありありありあります。（一廃（ます。（一廃（ます。（一廃（ます。（一廃（HHHH25252525））））：：：：全国全国全国全国 23.823.823.823.8％％％％    奈良県奈良県奈良県奈良県 13.113.113.113.1％％％％、、、、産産産産廃（廃（廃（廃（HHHH22222222））））::::全国全国全国全国 53535353％％％％    奈良県奈良県奈良県奈良県 48.348.348.348.3％％％％））））            このよこのよこのよこのよううううなななな状状状状況況況況をををを踏踏踏踏ままままええええ、、、、特特特特に、一に、一に、一に、一般般般般廃棄物の廃棄物の廃棄物の廃棄物の再再再再生生生生利利利利用用用用率の率の率の率の向上向上向上向上にににに向向向向けて、排出量のけて、排出量のけて、排出量のけて、排出量の削削削削減が進減が進減が進減が進    んんんんでいるでいるでいるでいる家庭家庭家庭家庭ごみのごみのごみのごみの再再再再生生生生利利利利用用用用量を量を量を量を維持維持維持維持（実質の（実質の（実質の（実質の再再再再生率生率生率生率アアアアッッッップ）プ）プ）プ）    させさせさせさせながら、排出量がながら、排出量がながら、排出量がながら、排出量が横横横横ばばばばいでいでいでいで    推推推推移移移移している事業系ごみ（一している事業系ごみ（一している事業系ごみ（一している事業系ごみ（一般般般般廃棄物）の廃棄物）の廃棄物）の廃棄物）の再再再再生生生生利利利利用用用用のののの促促促促進を進を進を進を図図図図るるるる必必必必要があります。要があります。要があります。要があります。    
    リサイクルリサイクルリサイクルリサイクル目標目標目標目標値（一廃値（一廃値（一廃値（一廃 25252525％％％％、、、、産産産産廃廃廃廃 48484848％％％％）の）の）の）の達達達達成を成を成を成を目指目指目指目指します。します。します。します。    
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＜＜＜＜小施策・事業小施策・事業小施策・事業小施策・事業＞＞＞＞    ②－１②－１②－１②－１    リユリユリユリユースースースース・・・・リサリサリサリサイイイイククククルの促進ルの促進ルの促進ルの促進    循環型社会を循環型社会を循環型社会を循環型社会を形形形形成していくためには、成していくためには、成していくためには、成していくためには、消費消費消費消費・廃棄・処理などの・廃棄・処理などの・廃棄・処理などの・廃棄・処理などの各各各各段階段階段階段階において、廃棄物のリにおいて、廃棄物のリにおいて、廃棄物のリにおいて、廃棄物のリユユユユース・リサイクルを効果的、効率的にース・リサイクルを効果的、効率的にース・リサイクルを効果的、効率的にース・リサイクルを効果的、効率的に促促促促進することが大進することが大進することが大進することが大切切切切です。廃棄物のです。廃棄物のです。廃棄物のです。廃棄物の分分分分別別別別排出や排出や排出や排出や資源資源資源資源としてとしてとしてとしてのののの回収回収回収回収等等等等を進めリを進めリを進めリを進めリユユユユース・リサイクルをース・リサイクルをース・リサイクルをース・リサイクルをささささらにらにらにらに促促促促進するため、県進するため、県進するため、県進するため、県民民民民や事業や事業や事業や事業者者者者の自発的なの自発的なの自発的なの自発的な取取取取り組みり組みり組みり組みはもとより、はもとより、はもとより、はもとより、市町村市町村市町村市町村、関係機関、関係機関、関係機関、関係機関等等等等とととと連携連携連携連携したしたしたした取取取取り組みのり組みのり組みのり組みの充充充充実を実を実を実を図図図図ります。また、ります。また、ります。また、ります。また、各各各各種種種種リサイクルリサイクルリサイクルリサイクル等等等等をををを促促促促進する廃棄物進する廃棄物進する廃棄物進する廃棄物再再再再生生生生利利利利用促用促用促用促進計画を策定するなど、進計画を策定するなど、進計画を策定するなど、進計画を策定するなど、各分野各分野各分野各分野・・・・各主各主各主各主体の体の体の体の取取取取り組みをり組みをり組みをり組みを促促促促進します。進します。進します。進します。    （事業例） ○個別リサイクル法の促進 ○ごみ処理施設のエネルギー回収の促進 ○一般廃棄物再生利用促進計画の策定・推進 ○廃棄物再生利用促進計画の策定・推進 ○奈良県リサイクル認定製品の普及拡大 ○焼却灰等の再生利用の検討・促進 ○排出事業者の研究開発、設備導入への支援 ○事業者の自主的取組みへの情報提供、技術的指導等 ○資源ごみの集団・拠点回収の促進 ○リサイクル（再生利用）・リユース（再使用）を促進するための啓発、関連情報の発信     ②－２②－２②－２②－２    廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物系バ系バ系バ系バイイイイオマオマオマオマスのスのスのスの有有有有効効効効利利利利用の促進用の促進用の促進用の促進    廃棄物の廃棄物の廃棄物の廃棄物の再再再再生生生生利利利利用用用用を進めていくを進めていくを進めていくを進めていくうえうえうえうえで、生ごみやで、生ごみやで、生ごみやで、生ごみや家家家家畜畜畜畜排排排排せせせせつ物、下水つ物、下水つ物、下水つ物、下水汚泥汚泥汚泥汚泥などをなどをなどをなどをババババイイイイオマオマオマオマスススス    資源資源資源資源としてとしてとしてとして有有有有効効効効利利利利用用用用していくことが課題となっています。これらの廃棄物系していくことが課題となっています。これらの廃棄物系していくことが課題となっています。これらの廃棄物系していくことが課題となっています。これらの廃棄物系ババババイイイイオマオマオマオマスは、廃棄物スは、廃棄物スは、廃棄物スは、廃棄物処理処理処理処理費費費費をををを費用費用費用費用の一の一の一の一部部部部として活として活として活として活用用用用できるできるできるできる可能可能可能可能性があるとともに、性があるとともに、性があるとともに、性があるとともに、比較比較比較比較的まとまった量が的まとまった量が的まとまった量が的まとまった量が特特特特定の定の定の定の場所場所場所場所でででで発生することなどの発生することなどの発生することなどの発生することなどの特徴特徴特徴特徴があります。があります。があります。があります。今今今今後、地域の実情後、地域の実情後、地域の実情後、地域の実情等等等等もももも踏踏踏踏ままままええええて、て、て、て、市町村市町村市町村市町村、関係機関、事業、関係機関、事業、関係機関、事業、関係機関、事業者者者者等等等等とのとのとのとの連携連携連携連携・・・・協働協働協働協働により、廃棄物系により、廃棄物系により、廃棄物系により、廃棄物系ババババイイイイオマオマオマオマスのスのスのスの有有有有効効効効利利利利用用用用をををを促促促促進するための進するための進するための進するための研究研究研究研究開発や開発や開発や開発やココココスト低スト低スト低スト低減、関減、関減、関減、関連連連連産産産産業の業の業の業の育育育育成、成、成、成、市市市市場場場場拡拡拡拡大大大大等等等等にににに積極積極積極積極的に的に的に的に取取取取り組みます。り組みます。り組みます。り組みます。    （事業例） ○生ごみ、廃食用油等のリサイクル促進 ○下水汚泥のエネルギー利用・セメント原料化等の検討・促進 ○し尿処理に伴い発生する汚泥等の有効利用の促進 ○食品リサイクルの促進 ○廃棄物再生利用促進計画の策定・推進 ○公設試験研究機関等による研究開発の促進 ○排出事業者の研究開発、設備導入への支援      
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②－３②－３②－３②－３    廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物利利利利用の再生用の再生用の再生用の再生製品製品製品製品化・流化・流化・流化・流通通通通促進促進促進促進    廃棄物の循環的廃棄物の循環的廃棄物の循環的廃棄物の循環的利利利利用用用用をををを図図図図るためには、廃棄物を地域るためには、廃棄物を地域るためには、廃棄物を地域るためには、廃棄物を地域資源資源資源資源とととと捉え捉え捉え捉え地域地域地域地域消費消費消費消費するするするする取取取取り組みが大り組みが大り組みが大り組みが大切切切切    ですですですです。。。。県県県県内内内内の廃棄物の廃棄物の廃棄物の廃棄物等等等等をををを利利利利用用用用して県して県して県して県内内内内でででで製製製製造加造加造加造加工工工工さささされたれたれたれた製製製製品を「奈良県リサイクル品を「奈良県リサイクル品を「奈良県リサイクル品を「奈良県リサイクル認認認認定定定定製製製製品」とし品」とし品」とし品」としてててて認認認認定して定して定して定しており、おり、おり、おり、引引引引き続き、き続き、き続き、き続き、再再再再生生生生製製製製品の質的品の質的品の質的品の質的向上向上向上向上をををを図図図図るとともに、流るとともに、流るとともに、流るとともに、流通通通通促促促促進のための進のための進のための進のための普及拡普及拡普及拡普及拡大大大大等等等等にににに積極積極積極積極的に的に的に的に取取取取り組みます。り組みます。り組みます。り組みます。    （事業例） ○奈良県リサイクル認定製品の普及拡大 ○環境関連イベント等での情報発信 ○グリーン購入の促進     ②－４②－４②－４②－４    技術技術技術技術・研究開発の促進・研究開発の促進・研究開発の促進・研究開発の促進    廃棄物の循環的廃棄物の循環的廃棄物の循環的廃棄物の循環的利利利利用用用用をををを促促促促進するため、県進するため、県進するため、県進するため、県内内内内事業事業事業事業者者者者がががが取取取取り組り組り組り組むむむむ廃棄物を廃棄物を廃棄物を廃棄物を再再再再生生生生利利利利用用用用するためのするためのするためのするための研研研研    究究究究開発や開発や開発や開発や設設設設備備備備導入導入導入導入をををを支援支援支援支援・・・・促促促促進します。また、進します。また、進します。また、進します。また、公設公設公設公設試験試験試験試験研究研究研究研究機関（機関（機関（機関（産産産産業業業業振興振興振興振興総合総合総合総合セセセセンタンタンタンター、農業ー、農業ー、農業ー、農業研究研究研究研究開発開発開発開発セセセセンタンタンタンター、ー、ー、ー、森林森林森林森林技術セ技術セ技術セ技術センタンタンタンター、ー、ー、ー、畜畜畜畜産産産産技術セ技術セ技術セ技術センタンタンタンターーーー等等等等）を）を）を）を拠拠拠拠点として、点として、点として、点として、産学産学産学産学官官官官のののの連携連携連携連携により、により、により、により、廃棄物の廃棄物の廃棄物の廃棄物の再再再再生生生生利利利利用用用用にににに資資資資するするするする先先先先進進進進技術技術技術技術の開発をの開発をの開発をの開発を促促促促進します。進します。進します。進します。    （事業例） ○排出事業者の研究開発・設備導入支援 ○公設試験研究機関等による研究開発の促進 ○産学官連携による研究開発の促進 ○環境カウンセラーの派遣         
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③③③③廃棄物の適正廃棄物の適正廃棄物の適正廃棄物の適正処処処処理の推進理の推進理の推進理の推進 ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞                                            ＜＜＜＜目標目標目標目標＞＞＞＞                    ＜＜＜＜小施策・事業小施策・事業小施策・事業小施策・事業＞＞＞＞    ③－１③－１③－１③－１    排出事業排出事業排出事業排出事業者責任者責任者責任者責任のののの徹底徹底徹底徹底    排出事業排出事業排出事業排出事業者者者者責任責任責任責任をををを徹底徹底徹底徹底するためのするためのするためのするための研研研研修修修修の実施、多量排出事業の実施、多量排出事業の実施、多量排出事業の実施、多量排出事業者者者者処理計画の作成処理計画の作成処理計画の作成処理計画の作成指導等指導等指導等指導等を行を行を行を行ううううとともに、関係とともに、関係とともに、関係とともに、関係団団団団体、事業体、事業体、事業体、事業者者者者、、、、学学学学識識識識経経経経験験験験者者者者のののの協力協力協力協力をををを得得得得ながら、事業ながら、事業ながら、事業ながら、事業者者者者がががが取取取取り組り組り組り組むむむむべき対策やべき対策やべき対策やべき対策や先先先先進的進的進的進的なななな取取取取組事組事組事組事例例例例をををを調査調査調査調査し、し、し、し、有有有有用用用用な情な情な情な情報報報報をとりまとめたをとりまとめたをとりまとめたをとりまとめた適適適適正正正正処理推進処理推進処理推進処理推進ママママニュニュニュニュアアアアルなどを作成することにより、ルなどを作成することにより、ルなどを作成することにより、ルなどを作成することにより、事業事業事業事業者者者者のののの取取取取り組みをり組みをり組みをり組みを支援支援支援支援します。また、します。また、します。また、します。また、建建建建物物物物解解解解体体体体工工工工事事事事等等等等にににに伴う分伴う分伴う分伴う分別別別別解解解解体、体、体、体、アアアアススススベベベベスト廃棄物のスト廃棄物のスト廃棄物のスト廃棄物の適適適適正正正正処理や、廃処理や、廃処理や、廃処理や、廃材材材材のののの再資源再資源再資源再資源化化化化等等等等を一を一を一を一層徹底層徹底層徹底層徹底するためのするためのするためのするための取取取取り組みを推進します。り組みを推進します。り組みを推進します。り組みを推進します。    （事業例） ○建物解体工事等の適正実施の確保対策 ○建設系廃棄物の適正処理に関する研修等の実施 ○産業廃棄物管理責任者研修の実施 ○適正処理推進マニュアルの作成・配布 ○排出事業者への立入調査・指導 ○多量排出事業者処理計画の作成指導、改善支援 ○電子マニフェストの導入促進                             

        産産産産業廃棄物の業廃棄物の業廃棄物の業廃棄物の不不不不適適適適正正正正処理のリスクを低減するためには、より処理のリスクを低減するためには、より処理のリスクを低減するためには、より処理のリスクを低減するためには、より優優優優良な処理業良な処理業良な処理業良な処理業者者者者をををを育育育育成し、業成し、業成し、業成し、業界界界界全全全全    体の体の体の体のレベレベレベレベルルルルアアアアッッッップをプをプをプを図図図図ることがることがることがることが求求求求められています。県められています。県められています。県められています。県内内内内のののの優優優優良良良良産産産産業廃棄物処理業業廃棄物処理業業廃棄物処理業業廃棄物処理業者者者者は、は、は、は、年年年年々増加々増加々増加々増加    し、し、し、し、平平平平成成成成 26262626年度年度年度年度で１１５の業で１１５の業で１１５の業で１１５の業者者者者がががが優優優優良業良業良業良業者者者者としてとしてとしてとして認認認認定定定定さささされていますが、れていますが、れていますが、れていますが、引引引引き続き、排出事業き続き、排出事業き続き、排出事業き続き、排出事業者者者者責任責任責任責任    のののの徹底徹底徹底徹底やややや優優優優良業良業良業良業者者者者のののの育育育育成を成を成を成を図図図図るるるる必必必必要があります。要があります。要があります。要があります。        また、廃棄物のまた、廃棄物のまた、廃棄物のまた、廃棄物の適適適適正正正正処理にあたっては、処理にあたっては、処理にあたっては、処理にあたっては、最最最最終埋終埋終埋終埋立立立立処処処処分分分分場場場場等等等等のののの処理施処理施処理施処理施設設設設の安定的確保がの安定的確保がの安定的確保がの安定的確保が必必必必要で要で要で要です。す。す。す。公公公公的関的関的関的関与与与与のののの広広広広域処理事業域処理事業域処理事業域処理事業であるであるであるである大大大大阪湾阪湾阪湾阪湾フフフフェェェェニッニッニッニックスクスクスクス処処処処分分分分場場場場は、は、は、は、平平平平成成成成 23232323年度年度年度年度に基本計画をに基本計画をに基本計画をに基本計画を    変変変変更更更更し、し、し、し、埋埋埋埋立立立立期間が期間が期間が期間が平平平平成成成成 39393939年度年度年度年度までまでまでまで延延延延長さ長さ長さ長されていますが、れていますが、れていますが、れていますが、引引引引き続き、関係き続き、関係き続き、関係き続き、関係府府府府県県県県及び市町村等及び市町村等及び市町村等及び市町村等とととと    連携連携連携連携して、して、して、して、平平平平成成成成 40404040年度以降年度以降年度以降年度以降の大の大の大の大阪湾阪湾阪湾阪湾フフフフェェェェニッニッニッニックス計画の実現にクス計画の実現にクス計画の実現にクス計画の実現に向向向向けてけてけてけて取取取取り組り組り組り組む必む必む必む必要があります。要があります。要があります。要があります。    
    廃棄物の廃棄物の廃棄物の廃棄物の適適適適正正正正処理を処理を処理を処理を徹底徹底徹底徹底します。します。します。します。    
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③－２③－２③－２③－２    優優優優良良良良処処処処理業理業理業理業者者者者の育成の育成の育成の育成    優優優優良良良良産産産産業廃棄物処理業業廃棄物処理業業廃棄物処理業業廃棄物処理業者者者者認認認認定定定定制度制度制度制度により、により、により、により、法法法法令令令令等等等等に定められた基に定められた基に定められた基に定められた基準準準準よりもよりもよりもよりも厳厳厳厳しい基しい基しい基しい基準準準準をクリをクリをクリをクリアアアアししししたたたた産産産産業廃棄業廃棄業廃棄業廃棄物処理業物処理業物処理業物処理業者者者者をををを優優優優良業良業良業良業者者者者としてとしてとしてとして認認認認定して定して定して定していますが、いますが、いますが、いますが、引引引引き続き、本き続き、本き続き、本き続き、本制度制度制度制度のののの普及普及普及普及をををを図図図図るとともるとともるとともるとともに、に、に、に、産産産産業廃棄物処理業業廃棄物処理業業廃棄物処理業業廃棄物処理業者者者者に対して、に対して、に対して、に対して、法制度法制度法制度法制度やややや技術技術技術技術的な観点から的な観点から的な観点から的な観点から専門専門専門専門的な的な的な的な研研研研修修修修を実施するなど、を実施するなど、を実施するなど、を実施するなど、信信信信頼頼頼頼できるできるできるできる産産産産業廃棄物処理体業廃棄物処理体業廃棄物処理体業廃棄物処理体制制制制の構築にの構築にの構築にの構築に向向向向けた事業を実施します。けた事業を実施します。けた事業を実施します。けた事業を実施します。    （事業例） ○優良産業廃棄物処理業者認定制度の普及促進 ○優良産業廃棄物処理業者育成研修の実施 ○電子マニフェストの導入促進 ○環境マネジメントシステム導入促進     ③－３③－３③－３③－３    産業廃棄物産業廃棄物産業廃棄物産業廃棄物処処処処理施設理施設理施設理施設周周周周辺の環境保全辺の環境保全辺の環境保全辺の環境保全    産産産産業廃棄物処理業業廃棄物処理業業廃棄物処理業業廃棄物処理業者者者者は、は、は、は、法法法法令令令令等等等等に基づき処理施に基づき処理施に基づき処理施に基づき処理施設設設設の構造やの構造やの構造やの構造や維持維持維持維持管理の基管理の基管理の基管理の基準準準準をををを遵遵遵遵守守守守し、し、し、し、周辺周辺周辺周辺のののの    生活環境を保全する生活環境を保全する生活環境を保全する生活環境を保全する責務責務責務責務があります。県は、があります。県は、があります。県は、があります。県は、必必必必要に応じて事業要に応じて事業要に応じて事業要に応じて事業者者者者に対してに対してに対してに対して指導及び指導及び指導及び指導及び助助助助言言言言を行を行を行を行ううううとととととととともに、もに、もに、もに、市町村市町村市町村市町村のののの協力協力協力協力をををを得得得得て、処理施て、処理施て、処理施て、処理施設設設設からのからのからのからの放放放放流水の水質流水の水質流水の水質流水の水質検検検検査査査査やややや臭臭臭臭気気気気検検検検査査査査などを行い、などを行い、などを行い、などを行い、周辺周辺周辺周辺生活生活生活生活環境の保全を環境の保全を環境の保全を環境の保全を図図図図ります。ります。ります。ります。    （事業例） ○産業廃棄物処理施設（埋立処分場）の水質・臭気等検査の実施 ○監視パトロールの実施 ○産業廃棄物処理施設の定期検査の実施  ③－４③－４③－４③－４    有害有害有害有害廃棄物の適正廃棄物の適正廃棄物の適正廃棄物の適正処処処処理の推進理の推進理の推進理の推進    事業事業事業事業者者者者は、人のは、人のは、人のは、人の健康健康健康健康や生活環境に深刻なや生活環境に深刻なや生活環境に深刻なや生活環境に深刻な悪悪悪悪影響を影響を影響を影響を及及及及ぼぼぼぼすおそれのあるすおそれのあるすおそれのあるすおそれのあるアアアアススススベベベベストストストスト含有含有含有含有廃廃廃廃棄棄棄棄物などの物などの物などの物などの有有有有害廃棄物の害廃棄物の害廃棄物の害廃棄物の適適適適正正正正かつ安全な処理体かつ安全な処理体かつ安全な処理体かつ安全な処理体制制制制のののの整備整備整備整備にににに努努努努めるめるめるめる必必必必要があります。県は、事業要があります。県は、事業要があります。県は、事業要があります。県は、事業者者者者に対し、に対し、に対し、に対し、適適適適正正正正処理をより確実なものとするため、処理をより確実なものとするため、処理をより確実なものとするため、処理をより確実なものとするため、必必必必要な要な要な要な技術技術技術技術的的的的助助助助言言言言を行を行を行を行ううううとともに、とともに、とともに、とともに、指導指導指導指導・・・・監監監監視視視視のののの強強強強化を化を化を化を図図図図ります。ります。ります。ります。    （事業例） ○解体工事等で排出される有害廃棄物（アスベスト、PCB等）の適正処理の促進 ○建物解体工事の適正実施の確保対策（分別解体、アスベスト処理、再資源化等） ○PCB廃棄物の計画的処理の促進 ○PCBを含む安定器等の小型電気機器の処理体制の整備促進 ○感染性廃棄物の排出事業所への立入調査・指導                             
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③－５③－５③－５③－５    ごごごごみみみみ処処処処理施設の安定的確保理施設の安定的確保理施設の安定的確保理施設の安定的確保    市町村市町村市町村市町村は、一は、一は、一は、一般般般般廃棄物処理計画について廃棄物処理計画について廃棄物処理計画について廃棄物処理計画について必必必必要な要な要な要な見直見直見直見直しししし等等等等を行を行を行を行ううううとともに、一とともに、一とともに、一とともに、一般般般般廃棄物処理施廃棄物処理施廃棄物処理施廃棄物処理施設設設設のののの整備整備整備整備・・・・運営運営運営運営にあたっては、にあたっては、にあたっては、にあたっては、再資源再資源再資源再資源化や熱化や熱化や熱化や熱回収回収回収回収による発による発による発による発電等電等電等電等など、循環型社会推進になど、循環型社会推進になど、循環型社会推進になど、循環型社会推進に資資資資するするするする事業実施に事業実施に事業実施に事業実施に努努努努めるめるめるめる必必必必要があります。一方、県においては、要があります。一方、県においては、要があります。一方、県においては、要があります。一方、県においては、市町村市町村市町村市町村からの要からの要からの要からの要請請請請等等等等に応じて、に応じて、に応じて、に応じて、技術技術技術技術的な的な的な的な助助助助言言言言、情、情、情、情報提報提報提報提供供供供等等等等を行を行を行を行ううううとともに、とともに、とともに、とともに、既既既既存施存施存施存施設設設設のののの更更更更新新新新時時時時期や地理的期や地理的期や地理的期や地理的条件条件条件条件、人口、人口、人口、人口予予予予測測測測などもなどもなどもなども踏踏踏踏ままままええええ、処理の、処理の、処理の、処理の広広広広域化域化域化域化等等等等によるによるによるによるココココストストストスト縮縮縮縮減、環境減、環境減、環境減、環境負荷負荷負荷負荷の低減をの低減をの低減をの低減を図図図図っていきます。っていきます。っていきます。っていきます。ささささらに、関係らに、関係らに、関係らに、関係府府府府県県県県及び市町村等及び市町村等及び市町村等及び市町村等とととと連携連携連携連携し、し、し、し、公公公公的関的関的関的関与与与与のののの広広広広域処理事業である大域処理事業である大域処理事業である大域処理事業である大阪湾阪湾阪湾阪湾フフフフェェェェニッニッニッニックス計画の実現にクス計画の実現にクス計画の実現にクス計画の実現に向向向向けけけけてててて積極積極積極積極的に的に的に的に取取取取り組みます。り組みます。り組みます。り組みます。    （事業例） ○大阪湾フェニックス計画の推進 ○ごみの共同処理の促進 ○市町村等の一般廃棄物処理施設の計画的整備     ③－③－③－③－６６６６    しししし尿尿尿尿等の等の等の等の処処処処理対策の推進理対策の推進理対策の推進理対策の推進    しししし尿尿尿尿処理については、地域の実情を処理については、地域の実情を処理については、地域の実情を処理については、地域の実情を踏踏踏踏ままままええええ、、、、市町村等市町村等市町村等市町村等のののの各設各設各設各設置置置置主主主主体による処理施体による処理施体による処理施体による処理施設設設設のののの整備整備整備整備促促促促進を進を進を進を図図図図り、り、り、り、公共用公共用公共用公共用水域水域水域水域等へ等へ等へ等への環境影響の低減にの環境影響の低減にの環境影響の低減にの環境影響の低減に努努努努めます。また、県・めます。また、県・めます。また、県・めます。また、県・市町村市町村市町村市町村は、下水は、下水は、下水は、下水道道道道、農業、農業、農業、農業集集集集落落落落排水処理施排水処理施排水処理施排水処理施設設設設、、、、浄浄浄浄化化化化槽槽槽槽などのなどのなどのなどの汚汚汚汚水処理施水処理施水処理施水処理施設設設設について、地域の実情に応じた計画的・効率について、地域の実情に応じた計画的・効率について、地域の実情に応じた計画的・効率について、地域の実情に応じた計画的・効率的な的な的な的な整備整備整備整備をををを図図図図ります。また、ります。また、ります。また、ります。また、浄浄浄浄化化化化槽槽槽槽のののの適適適適正正正正なななな維持維持維持維持管理管理管理管理をををを確保す確保す確保す確保するため、るため、るため、るため、検検検検査査査査・点・点・点・点検検検検、清、清、清、清掃掃掃掃等等等等の実の実の実の実施を施を施を施を促促促促すすすすためのためのためのための啓啓啓啓発・発・発・発・指導等指導等指導等指導等をををを強強強強化します。化します。化します。化します。    （事業例） ○し尿・汚水処理施設の整備促進 ○し尿処理施設の故障等に備えた市町村間相互支援の確保 ○浄化槽の法定検査、保守検査、清掃等の実施促進 
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④④④④廃棄物の廃棄物の廃棄物の廃棄物の不法投不法投不法投不法投棄・棄・棄・棄・不不不不適正適正適正適正処処処処理の理の理の理の撲滅撲滅撲滅撲滅    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞                                ＜＜＜＜目標目標目標目標＞＞＞＞                ＜＜＜＜小施策・事業小施策・事業小施策・事業小施策・事業＞＞＞＞    ④－１④－１④－１④－１    県民県民県民県民総監視総監視総監視総監視ネネネネットワットワットワットワーーーーククククの推進の推進の推進の推進    これまでこれまでこれまでこれまで民民民民間間間間団団団団体や事業体や事業体や事業体や事業所所所所のののの協力協力協力協力による「による「による「による「不不不不法法法法投投投投棄棄棄棄見見見見張張張張りりりり番番番番」や奈良県地域環境保全推進」や奈良県地域環境保全推進」や奈良県地域環境保全推進」や奈良県地域環境保全推進員員員員、、、、    不不不不法法法法投投投投棄棄棄棄ホホホホッッッットトトトラララライイイイン等ン等ン等ン等によるによるによるによる通通通通報報報報など、県など、県など、県など、県民民民民総総総総監監監監視視視視のネのネのネのネッッッットトトトワワワワークをつくり、ークをつくり、ークをつくり、ークをつくり、市町村市町村市町村市町村、関係機関、関係機関、関係機関、関係機関等等等等とととと連携連携連携連携して、して、して、して、不不不不法法法法投投投投棄棄棄棄等等等等のののの早早早早期発期発期発期発見見見見、、、、撲撲撲撲滅滅滅滅にににに努努努努めてきました。しかし、めてきました。しかし、めてきました。しかし、めてきました。しかし、不不不不法法法法投投投投棄棄棄棄等等等等はははは依依依依然後を然後を然後を然後を絶絶絶絶たたたたずずずず、、、、ささささらなる対策のらなる対策のらなる対策のらなる対策の強強強強化が化が化が化が必必必必要であることから、要であることから、要であることから、要であることから、引引引引き続き、き続き、き続き、き続き、各各各各方方方方面面面面のののの協力協力協力協力をををを得得得得ながらながらながらながら不不不不法法法法投投投投棄棄棄棄等等等等をををを撲撲撲撲滅滅滅滅するためのするためのするためのするための取取取取り組みを推進します。り組みを推進します。り組みを推進します。り組みを推進します。    （事業例） ○団体等による不法投棄見張り番の拡充 ○地域環境保全推進員による活動促進 ○不法投棄ホットライン（県民からの通報窓口）の運営 ○監視パトロールの強化 ○スカイパトロール・路上調査の実施 ○不法投棄防止対策の看板、フェンス、監視カメラ等の設置  ④－２④－２④－２④－２    悪悪悪悪質事質事質事質事案案案案対策の対策の対策の対策の強強強強化化化化    不不不不法法法法投投投投棄や棄や棄や棄や不不不不法法法法焼焼焼焼却却却却、、、、不不不不適適適適正正正正処理に対しては、処理に対しては、処理に対しては、処理に対しては、監監監監視パ視パ視パ視パトロールのトロールのトロールのトロールの強強強強化、行化、行化、行化、行為為為為者者者者等へ等へ等へ等へのののの指導等指導等指導等指導等    を行っているものの、を行っているものの、を行っているものの、を行っているものの、手手手手口が口が口が口が悪悪悪悪質・質・質・質・巧妙巧妙巧妙巧妙化するとともに、化するとともに、化するとともに、化するとともに、是正是正是正是正までまでまでまで長長長長期化する期化する期化する期化する案案案案件件件件も出てきているのも出てきているのも出てきているのも出てきているのが現が現が現が現状状状状です。です。です。です。指導指導指導指導しても改善がしても改善がしても改善がしても改善が見見見見られないられないられないられない悪悪悪悪質事質事質事質事案案案案などについては、などについては、などについては、などについては、法法法法令令令令に基づく行政処に基づく行政処に基づく行政処に基づく行政処分分分分やややや刑刑刑刑事事事事告告告告発も念発も念発も念発も念頭頭頭頭に、関係機関とのに、関係機関とのに、関係機関とのに、関係機関との連携連携連携連携をををを密密密密にしてにしてにしてにして厳厳厳厳正正正正に対処していきます。に対処していきます。に対処していきます。に対処していきます。    （事業例） ○悪質事案に対する特別監視・指導の強化        

廃棄物の廃棄物の廃棄物の廃棄物の不不不不法法法法投投投投棄棄棄棄・・・・焼焼焼焼却却却却は、減少は、減少は、減少は、減少傾向傾向傾向傾向にありますが、にありますが、にありますが、にありますが、手手手手口が口が口が口が悪悪悪悪質・質・質・質・巧妙巧妙巧妙巧妙化するとともに、ごみの化するとともに、ごみの化するとともに、ごみの化するとともに、ごみの    ポポポポイイイイ捨捨捨捨てなどは、まてなどは、まてなどは、まてなどは、まだだだだままままだだだだ後を後を後を後を絶絶絶絶たないのが実情です。また、たないのが実情です。また、たないのが実情です。また、たないのが実情です。また、家家家家電電電電ごみをごみをごみをごみを無無無無許許許許可可可可でででで回収回収回収回収し、スクし、スクし、スクし、スクラッラッラッラップにしてプにしてプにしてプにして海海海海外外外外にににに輸輸輸輸出する事出する事出する事出する事例例例例が全国的に発生しており、国が全国的に発生しており、国が全国的に発生しており、国が全国的に発生しており、国内内内内でででで再資源再資源再資源再資源化を化を化を化を図図図図るとするるとするるとするるとする家家家家電電電電リサイクリサイクリサイクリサイクルルルル法法法法のののの目目目目的的的的達達達達成に成に成に成に支支支支障障障障をきたしています。をきたしています。をきたしています。をきたしています。        このよこのよこのよこのよううううなななな状状状状況況況況をををを踏踏踏踏ままままええええ、、、、引引引引き続き、県き続き、県き続き、県き続き、県民民民民、、、、市町村市町村市町村市町村、関係機関、関係機関、関係機関、関係機関等等等等とのとのとのとの連携連携連携連携をををを密密密密にして、にして、にして、にして、不不不不法法法法投投投投棄・棄・棄・棄・    焼焼焼焼却却却却やややや不不不不適適適適正正正正な処理のな処理のな処理のな処理の撲撲撲撲滅滅滅滅をををを図図図図るためのるためのるためのるための取取取取り組みり組みり組みり組み強強強強化が化が化が化が必必必必要です。要です。要です。要です。    
    ごみのごみのごみのごみの不不不不法法法法投投投投棄・棄・棄・棄・焼焼焼焼却却却却やややや不不不不適適適適正正正正処理の処理の処理の処理の撲撲撲撲滅滅滅滅をををを目指目指目指目指します。します。します。します。    
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④－３④－３④－３④－３    使使使使用用用用済家済家済家済家電等の電等の電等の電等の不不不不適正適正適正適正処処処処理対策の推進理対策の推進理対策の推進理対策の推進    無無無無許許許許可可可可業業業業者者者者によるエによるエによるエによるエアアアアコンコンコンコンややややテテテテレレレレビビビビなどのなどのなどのなどの特特特特定定定定家家家家電電電電製製製製品の品の品の品の不不不不適適適適正正正正処理は、処理は、処理は、処理は、依依依依然として然として然として然として解消さ解消さ解消さ解消されれれれ    ておらておらておらておらずずずず、、、、家家家家電電電電リサイクルリサイクルリサイクルリサイクル法法法法に基づいに基づいに基づいに基づいたたたた再資源再資源再資源再資源化の化の化の化の取取取取り組みにり組みにり組みにり組みに支支支支障障障障をきたしています。このことから、をきたしています。このことから、をきたしています。このことから、をきたしています。このことから、使用使用使用使用済済済済家家家家電等電等電等電等のののの不不不不適適適適正正正正処理を処理を処理を処理を撲撲撲撲滅滅滅滅するため、するため、するため、するため、市町村市町村市町村市町村や関係機関や関係機関や関係機関や関係機関等等等等とととと連携連携連携連携しながら、情しながら、情しながら、情しながら、情報報報報のののの共共共共有有有有化や化や化や化や回収回収回収回収事業事業事業事業者者者者へへへへのののの立入調査立入調査立入調査立入調査・・・・指導等指導等指導等指導等のののの検討検討検討検討・実施に・実施に・実施に・実施に取取取取り組みます。また、り組みます。また、り組みます。また、り組みます。また、消費消費消費消費者者者者に対してに対してに対してに対して適適適適正正正正処理を処理を処理を処理を呼呼呼呼びびびびかけていくこともかけていくこともかけていくこともかけていくことも必必必必要であることから、要であることから、要であることから、要であることから、市町村市町村市町村市町村とともに、とともに、とともに、とともに、無無無無許許許許可可可可業業業業者者者者のののの利利利利用用用用はははは法法法法令令令令違反違反違反違反でででであることあることあることあること等等等等のののの周知周知周知周知・・・・啓啓啓啓発を発を発を発を図図図図りますりますりますります。。。。    （事業例） ○回収業者への立入調査 ○県民（消費者）への啓発 ○奈良県使用済家電等対策連絡会による対策推進     ④－４④－４④－４④－４    県民県民県民県民参加参加参加参加型の環境美化活動の促進型の環境美化活動の促進型の環境美化活動の促進型の環境美化活動の促進    地域地域地域地域住住住住民民民民による河川・による河川・による河川・による河川・道路道路道路道路等等等等のののの公共公共公共公共空空空空間間間間へへへへのののの植植植植栽栽栽栽や清や清や清や清掃掃掃掃等等等等による環境による環境による環境による環境美美美美化活動を化活動を化活動を化活動を通通通通して、して、して、して、不不不不法法法法    投投投投棄棄棄棄等等等等をををを抑抑抑抑制制制制する環境づくりを進めるとともに、ごみ問題や環境保全に対する県する環境づくりを進めるとともに、ごみ問題や環境保全に対する県する環境づくりを進めるとともに、ごみ問題や環境保全に対する県する環境づくりを進めるとともに、ごみ問題や環境保全に対する県民意識民意識民意識民意識の高の高の高の高揚揚揚揚をををを図図図図ります。ります。ります。ります。    （事業例） ○住民参加による道路・河川等の植栽・清掃等促進 ○住民参加による花いっぱい運動の促進 ○市町村・地域住民の協働による環境美化活動や環境イベント等の促進     ④－５④－５④－５④－５    不法投不法投不法投不法投棄等の棄等の棄等の棄等の撲滅撲滅撲滅撲滅に向けたに向けたに向けたに向けた啓啓啓啓発の推進発の推進発の推進発の推進    豊豊豊豊かな自然環境をかな自然環境をかな自然環境をかな自然環境を守守守守っていくためには、っていくためには、っていくためには、っていくためには、不不不不法法法法投投投投棄を「しない」「棄を「しない」「棄を「しない」「棄を「しない」「させさせさせさせない」といない」といない」といない」という強う強う強う強いいいい意意意意    識識識識のののの醸醸醸醸成が成が成が成が必必必必要です。要です。要です。要です。そのため、そのため、そのため、そのため、市町村市町村市町村市町村、関係機関、、関係機関、、関係機関、、関係機関、団団団団体体体体等等等等とととと連携連携連携連携して、して、して、して、春春春春のののの不不不不法法法法投投投投棄廃棄物の棄廃棄物の棄廃棄物の棄廃棄物の一一一一斉斉斉斉撤撤撤撤去去去去、、、、6666月月月月の環境の日・環境の環境の日・環境の環境の日・環境の環境の日・環境月月月月間や間や間や間や秋秋秋秋の「の「の「の「不不不不法法法法投投投投棄棄棄棄ゼゼゼゼロ作ロ作ロ作ロ作戦戦戦戦」」」」強強強強化化化化週週週週間における間における間における間における集集集集中的な中的な中的な中的なキキキキャャャャンンンンペペペペーーーーンンンンを実施します。また、県を実施します。また、県を実施します。また、県を実施します。また、県ホホホホーーーームムムムペペペページでの情ージでの情ージでの情ージでの情報報報報発発発発信信信信ややややテテテテレレレレビビビビ、新、新、新、新聞聞聞聞等等等等ののののママママススススメメメメデデデディィィィアアアアを活を活を活を活用用用用したしたしたした普及普及普及普及啓啓啓啓発にも発にも発にも発にも積極積極積極積極的に的に的に的に取取取取り組みます。り組みます。り組みます。り組みます。    （事業例） ○「不法投棄ゼロ作戦」等による啓発活動の促進 ○「環境の日・環境月間」における県内一斉パトロール等の実施 ○不法投棄廃棄物の一斉撤去（産業廃棄物協会、市町村等との連携） ○県ホームページによる情報発信 ○マスメディア（テレビ、新聞等）による普及啓発                         
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⑤⑤⑤⑤災害災害災害災害廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物処処処処理対策の推進理対策の推進理対策の推進理対策の推進    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞                                        ＜＜＜＜目標目標目標目標＞＞＞＞                ＜＜＜＜小施策・事業小施策・事業小施策・事業小施策・事業＞＞＞＞    ⑤－１⑤－１⑤－１⑤－１    災害災害災害災害廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物処処処処理の理の理の理の相互支援体制相互支援体制相互支援体制相互支援体制の整備の整備の整備の整備    県県県県内内内内の全の全の全の全市町村等市町村等市町村等市町村等とととと締結締結締結締結しているしているしているしている相互支援相互支援相互支援相互支援協協協協定に基づき、定に基づき、定に基づき、定に基づき、毎毎毎毎年年年年、、、、各市町村等各市町村等各市町村等各市町村等の廃棄物処理施の廃棄物処理施の廃棄物処理施の廃棄物処理施設設設設の処理の処理の処理の処理能力等能力等能力等能力等をををを把握把握把握把握しししし、情、情、情、情報報報報のののの共共共共有有有有をををを図図図図りながら、りながら、りながら、りながら、民民民民間業間業間業間業者者者者の活の活の活の活用用用用をををを含含含含め、災害め、災害め、災害め、災害時時時時の処理の処理の処理の処理能力能力能力能力のののの向上及び向上及び向上及び向上及び相互支援相互支援相互支援相互支援体体体体制制制制のののの整備整備整備整備推進を推進を推進を推進を図図図図ります。ります。ります。ります。        また、「大また、「大また、「大また、「大規模規模規模規模災害発生災害発生災害発生災害発生時時時時廃棄物対策廃棄物対策廃棄物対策廃棄物対策近近近近畿ブ畿ブ畿ブ畿ブロロロロッッッックククク協協協協議議議議会」において、会」において、会」において、会」において、近近近近畿畿畿畿 2222府府府府 4444 県県県県及び及び及び及び政政政政令令令令市市市市・中・中・中・中核核核核市等市等市等市等がががが参参参参加して、加して、加して、加して、近近近近畿畿畿畿圏圏圏圏におけるにおけるにおけるにおける相互支援相互支援相互支援相互支援についてのについてのについてのについての検討検討検討検討が進められているが、東日本が進められているが、東日本が進められているが、東日本が進められているが、東日本大震災のよ大震災のよ大震災のよ大震災のよううううな大な大な大な大規模規模規模規模災害に災害に災害に災害に備備備備ええええるためには、るためには、るためには、るためには、近近近近畿畿畿畿圏圏圏圏をををを越越越越ええええて中て中て中て中部部部部圏圏圏圏や中国や中国や中国や中国四四四四国国国国等等等等とのとのとのとの広広広広域間域間域間域間    のののの相互支援相互支援相互支援相互支援体体体体制制制制もももも必必必必要となることから、国、関係要となることから、国、関係要となることから、国、関係要となることから、国、関係府府府府県県県県等等等等とのとのとのとの連携連携連携連携をををを密密密密にして、にして、にして、にして、広広広広域的な域的な域的な域的な相互支援相互支援相互支援相互支援協協協協定の定の定の定の締結締結締結締結にににに向向向向けてけてけてけて積極積極積極積極的に的に的に的に取取取取り組みます。り組みます。り組みます。り組みます。    （事業例） ○県・市町村等の情報共有、体制整備・更新 ○市町村等の処理能力等を把握する相互支援データベースの作成・共有 ○相互支援マニュアルの作成・共有 ○他府県等との広域相互支援協定の促進  ⑤－２⑤－２⑤－２⑤－２    県県県県災害災害災害災害廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物処処処処理計画に理計画に理計画に理計画に基基基基づくづくづくづく教教教教育・育・育・育・訓練訓練訓練訓練    大大大大規模規模規模規模災害に災害に災害に災害に備備備備ええええる体る体る体る体制制制制をををを整備整備整備整備・・・・維持維持維持維持するため、するため、するため、するため、平平平平常常常常時時時時から対象から対象から対象から対象職員職員職員職員をををを特特特特定して、県・定して、県・定して、県・定して、県・市町村市町村市町村市町村    合合合合同同同同の「の「の「の「教育教育教育教育・・・・訓練訓練訓練訓練」を継続的に実施します。また、」を継続的に実施します。また、」を継続的に実施します。また、」を継続的に実施します。また、教育教育教育教育・・・・訓練訓練訓練訓練を効果的に実施するとともに、そのを効果的に実施するとともに、そのを効果的に実施するとともに、そのを効果的に実施するとともに、その    成果を成果を成果を成果を共共共共有有有有するため、県・するため、県・するため、県・するため、県・市町村市町村市町村市町村による「奈良県災害廃棄物対策による「奈良県災害廃棄物対策による「奈良県災害廃棄物対策による「奈良県災害廃棄物対策連連連連絡絡絡絡会」を会」を会」を会」を設設設設置・置・置・置・運営運営運営運営します。します。します。します。    （事業例） ○県・市町村合同の教育・訓練の実施 ○関係機関・団体等と連携する教育・訓練の実施 ○「奈良県災害廃棄物対策連絡会」の設置・運営 

地震、地震、地震、地震、風風風風水害水害水害水害等等等等による大による大による大による大規模規模規模規模な災害は、いつ発生するかな災害は、いつ発生するかな災害は、いつ発生するかな災害は、いつ発生するか予予予予測測測測できないこと、大量の災害廃棄物できないこと、大量の災害廃棄物できないこと、大量の災害廃棄物できないこと、大量の災害廃棄物が発生することから、いかに事が発生することから、いかに事が発生することから、いかに事が発生することから、いかに事前前前前のののの備備備備ええええをををを整整整整ええええられるかが課題となります。これまで、られるかが課題となります。これまで、られるかが課題となります。これまで、られるかが課題となります。これまで、平平平平成成成成 21212121年年年年 8888        月月月月に、（一社）奈良県に、（一社）奈良県に、（一社）奈良県に、（一社）奈良県産産産産業廃棄物業廃棄物業廃棄物業廃棄物協協協協会をはじめとする関係４会をはじめとする関係４会をはじめとする関係４会をはじめとする関係４団団団団体と災害廃棄物処理の体と災害廃棄物処理の体と災害廃棄物処理の体と災害廃棄物処理の協力協協力協協力協協力協定を定を定を定を        締結締結締結締結したのに加したのに加したのに加したのに加ええええ、、、、平平平平成成成成 24242424年年年年 8888月月月月には、には、には、には、紀伊半島紀伊半島紀伊半島紀伊半島大水害を大水害を大水害を大水害を教教教教訓訓訓訓として、県として、県として、県として、県内内内内の全の全の全の全市町村等市町村等市町村等市町村等と「災と「災と「災と「災    害廃棄物害廃棄物害廃棄物害廃棄物等等等等の処理に係るの処理に係るの処理に係るの処理に係る相互支援相互支援相互支援相互支援に関するに関するに関するに関する協協協協定」を定」を定」を定」を締結締結締結締結しています。しています。しています。しています。        今今今今後は、東日本大震災や後は、東日本大震災や後は、東日本大震災や後は、東日本大震災や阪神阪神阪神阪神・・・・淡淡淡淡路路路路大震災大震災大震災大震災レベレベレベレベルのルのルのルの最最最最大大大大規模規模規模規模の災害をの災害をの災害をの災害を想想想想定して、定して、定して、定して、平平平平成成成成 27272727年度年度年度年度    に策定した「奈良県災害廃棄物処理計画」に基づき、県とに策定した「奈良県災害廃棄物処理計画」に基づき、県とに策定した「奈良県災害廃棄物処理計画」に基づき、県とに策定した「奈良県災害廃棄物処理計画」に基づき、県と市町村市町村市町村市町村のののの連携連携連携連携によるによるによるによる教育教育教育教育・・・・訓練訓練訓練訓練を実施すを実施すを実施すを実施するとともに、るとともに、るとともに、るとともに、広広広広域的な域的な域的な域的な相互支援相互支援相互支援相互支援体体体体制制制制の構築にの構築にの構築にの構築に取取取取り組り組り組り組む必む必む必む必要があります。要があります。要があります。要があります。            大大大大規模規模規模規模な災害な災害な災害な災害時時時時に発生する災害廃棄物の処理体に発生する災害廃棄物の処理体に発生する災害廃棄物の処理体に発生する災害廃棄物の処理体制制制制を構築します。を構築します。を構築します。を構築します。    
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⑤－３⑤－３⑤－３⑤－３    市市市市町町町町村の村の村の村の災害災害災害災害廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物処処処処理計画の策定促進理計画の策定促進理計画の策定促進理計画の策定促進 県災害廃棄物処理計画の県災害廃棄物処理計画の県災害廃棄物処理計画の県災害廃棄物処理計画の周知周知周知周知・・・・共共共共有有有有をををを図図図図り、り、り、り、市町村市町村市町村市町村におけるにおけるにおけるにおける災害廃棄物災害廃棄物災害廃棄物災害廃棄物処理計画の策定・処理計画の策定・処理計画の策定・処理計画の策定・見見見見直直直直しをしをしをしを促促促促進します。進します。進します。進します。    （事業例） ○市町村災害廃棄物処理計画の策定・見直しの促進 ○計画を策定する市町村への技術的支援                                                                                                                                     
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⑥⑥⑥⑥県・市県・市県・市県・市町町町町村の連携・村の連携・村の連携・村の連携・協働協働協働協働（奈良（奈良（奈良（奈良モデモデモデモデル）による施策推進ル）による施策推進ル）による施策推進ル）による施策推進    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞                            ＜＜＜＜目標目標目標目標＞＞＞＞                ＜＜＜＜小施策・事業小施策・事業小施策・事業小施策・事業＞＞＞＞    ⑥⑥⑥⑥－１－１－１－１    一般一般一般一般廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物処処処処理の理の理の理の広広広広域化域化域化域化    県・県・県・県・市町村長市町村長市町村長市町村長ササササミッミッミッミットでのトでのトでのトでの検討検討検討検討課題である「安定的な一課題である「安定的な一課題である「安定的な一課題である「安定的な一般般般般廃棄物処理の継続」を継廃棄物処理の継続」を継廃棄物処理の継続」を継廃棄物処理の継続」を継承承承承・発展・発展・発展・発展させさせさせさせ、、、、    奈良モデルによ奈良モデルによ奈良モデルによ奈良モデルにより一り一り一り一般般般般廃棄物処理の廃棄物処理の廃棄物処理の廃棄物処理の広広広広域化を域化を域化を域化を促促促促進します。進します。進します。進します。    （事業例） ○ごみ処理広域化を推進する市町村への支援     ⑥⑥⑥⑥－２－２－２－２    災害災害災害災害廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物処処処処理対策の推進理対策の推進理対策の推進理対策の推進    県県県県内内内内の全の全の全の全市町村等市町村等市町村等市町村等とととと締結締結締結締結しているしているしているしている相互支援相互支援相互支援相互支援協協協協定に基づき、定に基づき、定に基づき、定に基づき、毎毎毎毎年年年年、、、、各市町村等各市町村等各市町村等各市町村等の廃棄物処理施の廃棄物処理施の廃棄物処理施の廃棄物処理施    設設設設の処理の処理の処理の処理能力等能力等能力等能力等をををを把握把握把握把握しししし、情、情、情、情報報報報のののの共共共共有有有有をををを図図図図りながら、りながら、りながら、りながら、民民民民間業間業間業間業者者者者の活の活の活の活用用用用をををを含含含含め、災害め、災害め、災害め、災害時時時時の処理の処理の処理の処理能力能力能力能力のののの向上及び向上及び向上及び向上及び相互支援相互支援相互支援相互支援体体体体制制制制のののの整備整備整備整備推進を推進を推進を推進を図図図図ります。ります。ります。ります。        また、また、また、また、大大大大規模規模規模規模災害に災害に災害に災害に備備備備ええええる体る体る体る体制制制制をををを整備整備整備整備・・・・維持維持維持維持するためするためするためするため､平､平､平､平常常常常時時時時から対象から対象から対象から対象職員職員職員職員をををを特特特特定して定して定して定して､､､､県県県県･市町･市町･市町･市町村村村村合合合合同同同同の「の「の「の「教育教育教育教育・・・・訓練訓練訓練訓練」を継続的に実施します。また、」を継続的に実施します。また、」を継続的に実施します。また、」を継続的に実施します。また、教育教育教育教育・・・・訓練訓練訓練訓練を効果的に実施するとともに、そを効果的に実施するとともに、そを効果的に実施するとともに、そを効果的に実施するとともに、その成果をの成果をの成果をの成果を共共共共有有有有するため、県・するため、県・するため、県・するため、県・市町村市町村市町村市町村による「奈良県災害廃棄物対策による「奈良県災害廃棄物対策による「奈良県災害廃棄物対策による「奈良県災害廃棄物対策連連連連絡絡絡絡会」を会」を会」を会」を設設設設置・置・置・置・運営運営運営運営します。します。します。します。    （事業例） ○県・市町村合同の教育・訓練の実施 ○関係機関・団体等と連携する教育・訓練の実施 ○「奈良県災害廃棄物対策連絡会」の設置・運営 ○県・市町村等の情報共有、体制整備・更新 ○市町村等の処理能力等を把握する相互支援データベースの作成・共有 ○相互支援マニュアルの作成・共有 ○他府県等との広域相互支援協定の促進 ○市町村災害廃棄物処理計画の策定・見直しの促進                 

県県県県内内内内のののの市町村等市町村等市町村等市町村等のごみ処理のごみ処理のごみ処理のごみ処理施施施施設設設設の大の大の大の大半半半半が、が、が、が、小小小小規模規模規模規模かつかつかつかつ老朽老朽老朽老朽化してきており、これらの施化してきており、これらの施化してきており、これらの施化してきており、これらの施設設設設の計の計の計の計画な画な画な画な整備整備整備整備がががが喫緊喫緊喫緊喫緊の課題となっています。の課題となっています。の課題となっています。の課題となっています。    このよこのよこのよこのよううううなななな状状状状況況況況のなかで、ごみ処理の安定的な継続を確保し、行のなかで、ごみ処理の安定的な継続を確保し、行のなかで、ごみ処理の安定的な継続を確保し、行のなかで、ごみ処理の安定的な継続を確保し、行財財財財政政政政運営運営運営運営の効率化をの効率化をの効率化をの効率化を図図図図るため、るため、るため、るため、効果・効率的な事業効果・効率的な事業効果・効率的な事業効果・効率的な事業規模規模規模規模ややややシシシシスススステムテムテムテム構築などの観点から、県と構築などの観点から、県と構築などの観点から、県と構築などの観点から、県と市町村市町村市町村市町村がががが連携連携連携連携・・・・協働協働協働協働する「奈良モデする「奈良モデする「奈良モデする「奈良モデル」により、ごみのル」により、ごみのル」により、ごみのル」により、ごみの共同共同共同共同処理や減量化・リサイクル処理や減量化・リサイクル処理や減量化・リサイクル処理や減量化・リサイクル等等等等のののの促促促促進に進に進に進に取取取取り組り組り組り組む必む必む必む必要があります要があります要があります要があります。。。。    
    奈良モデルによる効果・効率的なごみ処理を奈良モデルによる効果・効率的なごみ処理を奈良モデルによる効果・効率的なごみ処理を奈良モデルによる効果・効率的なごみ処理を目指目指目指目指します。します。します。します。    
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⑥⑥⑥⑥－３－３－３－３    廃棄物の減量化・再生廃棄物の減量化・再生廃棄物の減量化・再生廃棄物の減量化・再生利利利利用の推進用の推進用の推進用の推進    廃棄物の減量化・廃棄物の減量化・廃棄物の減量化・廃棄物の減量化・再再再再生生生生利利利利用用用用を推進するため、を推進するため、を推進するため、を推進するため、調査等調査等調査等調査等の効果・効率性の効果・効率性の効果・効率性の効果・効率性及び及び及び及び情情情情報報報報のののの共共共共有有有有化化化化等等等等の観の観の観の観    点から、県・点から、県・点から、県・点から、県・市町村市町村市町村市町村のののの連携連携連携連携・・・・協働協働協働協働によるによるによるによる取取取取り組みのり組みのり組みのり組みの充充充充実を実を実を実を図図図図ります。事業系一ります。事業系一ります。事業系一ります。事業系一般般般般廃棄物や廃棄物や廃棄物や廃棄物や各分野各分野各分野各分野・・・・業業業業種種種種におけるにおけるにおけるにおける産産産産業廃棄物の業廃棄物の業廃棄物の業廃棄物の再資源再資源再資源再資源化化化化等等等等の実の実の実の実態態態態把握把握把握把握にににに努努努努め、重点化する施策・事業をめ、重点化する施策・事業をめ、重点化する施策・事業をめ、重点化する施策・事業を検討検討検討検討・推進し・推進し・推進し・推進します。ます。ます。ます。    （事業例） ○広域連携による効果・効率化の検討・促進    ○一般廃棄物再生利用促進計画の策定・推進     ⑥⑥⑥⑥－４－４－４－４    不法投不法投不法投不法投棄・棄・棄・棄・使使使使用用用用済家済家済家済家電等対策の電等対策の電等対策の電等対策の強強強強化化化化    不不不不法法法法投投投投棄や棄や棄や棄や使用使用使用使用済済済済家家家家電等電等電等電等のののの不不不不適適適適正正正正処理を処理を処理を処理を撲撲撲撲滅滅滅滅するため、するため、するため、するため、市町村市町村市町村市町村や関係機関や関係機関や関係機関や関係機関等等等等とととと連携連携連携連携しながら、しながら、しながら、しながら、情情情情報報報報のののの共共共共有有有有化や化や化や化や回収回収回収回収事業事業事業事業者者者者へへへへのののの立入調査立入調査立入調査立入調査・・・・指導等指導等指導等指導等にににに取取取取り組みます。また、り組みます。また、り組みます。また、り組みます。また、消費消費消費消費者者者者に対してに対してに対してに対して適適適適正正正正処処処処理を理を理を理を呼呼呼呼びびびびかけていくこともかけていくこともかけていくこともかけていくことも必必必必要であることから、要であることから、要であることから、要であることから、市町村市町村市町村市町村とともに、とともに、とともに、とともに、無無無無許許許許可可可可業業業業者者者者のののの利利利利用用用用はははは法法法法令令令令違反違反違反違反であであであであることることることること等等等等のののの周知周知周知周知・・・・啓啓啓啓発を発を発を発を図図図図りますりますりますります。。。。    （事業例） ○県・市町村連携による指導・監視 ○奈良県使用済家電等対策連絡会による対策推進 ○不適正事案データベース化、指導マニュアルの作成・共有 ○使用済家電等の回収事業者への立入調査・指導等の強化                    
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（５）（５）（５）（５）安全な生活環境の確保安全な生活環境の確保安全な生活環境の確保安全な生活環境の確保     【施策の方向】【施策の方向】【施策の方向】【施策の方向】    心身心身心身心身ともにともにともにともに健康健康健康健康で、で、で、で、快適快適快適快適・安全・安・安全・安・安全・安・安全・安心心心心なななな暮暮暮暮らしができるよらしができるよらしができるよらしができるようううう、、、、私私私私たたたたちちちちのののの身身身身のののの回回回回りをりをりをりを取取取取りりりり巻巻巻巻く生活く生活く生活く生活環境（大気、環境（大気、環境（大気、環境（大気、土壌土壌土壌土壌、、、、騒音騒音騒音騒音など）を保全するための対策をなど）を保全するための対策をなど）を保全するための対策をなど）を保全するための対策を講講講講じます。また、じます。また、じます。また、じます。また、有有有有害な化害な化害な化害な化学学学学物質の物質の物質の物質の適適適適正正正正処理を処理を処理を処理を促促促促進するとともに、進するとともに、進するとともに、進するとともに、空空空空間間間間放射線放射線放射線放射線量の常量の常量の常量の常時時時時監監監監視視視視やややや未未未未だだだだ発生発生発生発生メカニメカニメカニメカニズズズズムムムムがががが解解解解明明明明さささされていないれていないれていないれていない微小粒子状微小粒子状微小粒子状微小粒子状物質（物質（物質（物質（PPPPMMMM2.52.52.52.5）に係る）に係る）に係る）に係る調査調査調査調査研究研究研究研究などのなどのなどのなどの取取取取り組みを推進します。り組みを推進します。り組みを推進します。り組みを推進します。        【【【【現況・目標値（指標設定による評価）現況・目標値（指標設定による評価）現況・目標値（指標設定による評価）現況・目標値（指標設定による評価）】】】】    指標設定の趣旨 指標項目 現況値 Ｈ26※1 目標値 H32 小施策 
きれいな大気が保たれているかを評価する指標として活用 大気環境基準達成率  

二酸化硫黄（SO2） 100％ （11／11） 100％ 
大気環 境の 保 全 対策 

二酸化窒素（NO2） 100％ （14／14） 100％ 一酸化炭素（CO） 100％ （ 5／5） 100％ 浮遊粒子状物質（SPM） 100％ （14／14） 100％ 光化学オキシダント（Ox） 0％ （ 0／ 8） 測定数値に対 す る迅速な対応、情報提供を 行 う  ※2 微小粒子状物質（PM2.5） 33％ （  1／3 ） 生活環境の保全対策の状況を評価する指標として活用 
ダイオキシン類の環境基準達成率 100％ （  7／7） 100％ 生 活 環 境の 保 全 対策 高濃度ＰＣＢ廃棄物の適正処理実施率 76.7％ 登録台数2,167台 処理台数1,662台 100％ 公害苦情件数（騒音、振動、悪臭等） 147件 件数の減 ※1：（  ）は、環境基準達成箇所数／測定箇所数 ※2：数値目標の設定になじまないため、数値への対応を記載（ただし、実績値は評価する）                     
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①①①①大大大大気気気気環境の保全対策環境の保全対策環境の保全対策環境の保全対策    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞                                        ＜＜＜＜目標目標目標目標＞＞＞＞                ＜＜＜＜関連指標関連指標関連指標関連指標＞＞＞＞    指標設定の趣旨 指標項目 現況値 Ｈ26※1 目標値 Ｈ32 
きれいな大気が保たれているかを評価する指標として活用 大気環境基準達成率 

二酸化硫黄（SO2） 100％ （11／11） 100％ 二酸化窒素（NO2） 100％ （14／14） 100％ 一酸化炭素（CO） 100％ （ 5／5） 100％ 浮遊粒子状物質（SPM） 100％ （14／14） 100％ 光化学オキシダント（Ox） 0％ （ 0／ 8） 測定数値に対する迅速な対応、情報提供を行う  ※2 微小粒子状物質（PM2.5） 33％ （  1／3 ） ※1：（  ）は、環境基準達成箇所数／測定箇所数 ※2：数値目標の設定になじまないため、数値への対応を記載（ただし、実績値は評価する）             

大気中における大気中における大気中における大気中における二酸二酸二酸二酸化化化化硫黄硫黄硫黄硫黄（（（（SSSSOOOO2222）、）、）、）、二酸二酸二酸二酸化化化化窒窒窒窒素（素（素（素（NONONONO2222）、一）、一）、一）、一酸酸酸酸化炭素（化炭素（化炭素（化炭素（COCOCOCO））））等等等等は、環境基は、環境基は、環境基は、環境基準準準準をををを達達達達成していますが、成していますが、成していますが、成していますが、光光光光化化化化学オキ学オキ学オキ学オキシシシシダダダダンンンント（ト（ト（ト（OOOOxxxx））））及び及び及び及び微小粒子状微小粒子状微小粒子状微小粒子状物質（物質（物質（物質（PPPPMMMM2.52.52.52.5））））についてについてについてについてはははは、全ての、全ての、全ての、全ての測測測測定地定地定地定地点で環境基点で環境基点で環境基点で環境基準準準準をををを達達達達成していないことから、県成していないことから、県成していないことから、県成していないことから、県民民民民のののの健康健康健康健康被被被被害の害の害の害の防止防止防止防止をををを図図図図るとともに、るとともに、るとともに、るとともに、原因原因原因原因究明究明究明究明にににに取取取取りりりり組組組組む必む必む必む必要があります。また、大気要があります。また、大気要があります。また、大気要があります。また、大気汚汚汚汚染物質の染物質の染物質の染物質の固固固固定発生定発生定発生定発生源源源源対策としては、対策としては、対策としては、対策としては、工場工場工場工場・事業・事業・事業・事業場場場場に対する排出に対する排出に対する排出に対する排出規制規制規制規制・・・・指導指導指導指導を進めを進めを進めを進めるとともに、自動るとともに、自動るとともに、自動るとともに、自動車車車車等等等等のののの移移移移動発生動発生動発生動発生源源源源対策にも対策にも対策にも対策にも取取取取り組り組り組り組む必む必む必む必要があります要があります要があります要があります。。。。    酸酸酸酸性性性性雨雨雨雨については、については、については、については、近年近年近年近年の東の東の東の東アアアアジジジジアアアア地域における地域における地域における地域における急速急速急速急速な経済発展な経済発展な経済発展な経済発展等等等等によりそのによりそのによりそのによりその原因原因原因原因物質が物質が物質が物質が今今今今後後後後ささささらに増加するらに増加するらに増加するらに増加する可能可能可能可能性があるため、実性があるため、実性があるため、実性があるため、実態態態態把握把握把握把握を継続するとともに、を継続するとともに、を継続するとともに、を継続するとともに、原因原因原因原因物質の排出物質の排出物質の排出物質の排出抑抑抑抑制制制制をををを図図図図るるるる必必必必要要要要があります。があります。があります。があります。    
健康健康健康健康で安全なで安全なで安全なで安全な日常生活が日常生活が日常生活が日常生活が営営営営めるよめるよめるよめるようううう、きれいな大気環境、きれいな大気環境、きれいな大気環境、きれいな大気環境の保全対策を進めます。の保全対策を進めます。の保全対策を進めます。の保全対策を進めます。    
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＜＜＜＜小施策・事業小施策・事業小施策・事業小施策・事業＞＞＞＞    ①－１①－１①－１①－１    大大大大気汚染気汚染気汚染気汚染物質対策物質対策物質対策物質対策    大気環境の保全を大気環境の保全を大気環境の保全を大気環境の保全を図図図図るため、大気るため、大気るため、大気るため、大気汚汚汚汚染染染染防止防止防止防止法及び法及び法及び法及び生活環境保全生活環境保全生活環境保全生活環境保全条例条例条例条例に基づき、に基づき、に基づき、に基づき、工場工場工場工場・事業・事業・事業・事業場場場場    等等等等のののの監監監監視視視視・・・・指導指導指導指導をををを徹底徹底徹底徹底し、高し、高し、高し、高濃濃濃濃度時度時度時度時にはにはにはには迅迅迅迅速速速速・的確な・的確な・的確な・的確な措措措措置を置を置を置を講講講講じます。また、自動じます。また、自動じます。また、自動じます。また、自動車車車車等等等等のののの移移移移動発生動発生動発生動発生源源源源からの排出からの排出からの排出からの排出抑抑抑抑制制制制対策として、対策として、対策として、対策として、エエエエコカコカコカコカーのーのーのーの導入導入導入導入をををを促促促促進するとともに、進するとともに、進するとともに、進するとともに、公共公共公共公共交通交通交通交通機関や自転機関や自転機関や自転機関や自転車車車車のののの利利利利用促用促用促用促進、進、進、進、交通交通交通交通管管管管制シ制シ制シ制シスススステムテムテムテムの高の高の高の高度度度度化化化化等等等等のののの交通交通交通交通円滑円滑円滑円滑化対策による化対策による化対策による化対策による道路交通道路交通道路交通道路交通のののの渋滞渋滞渋滞渋滞解消解消解消解消などなどなどなどにににに取取取取りりりり組みます。組みます。組みます。組みます。    （事業例） ○大気汚染物質の常時監視 ○工場･事業場等の指導等 ○エコカーの導入促進 ○電気自動車等の充電設備の導入促進 ○移動ニーズに対応する公共交通の維持確保及び利用促進 ○広域自転車道整備等による自転車利用促進 ○交通円滑化対策の推進 ○農業等の地産地消の推進 ○エコドライブの推進     ①－２①－２①－２①－２    光光光光化化化化学オキシ学オキシ学オキシ学オキシダンダンダンダント及び微小粒子状ト及び微小粒子状ト及び微小粒子状ト及び微小粒子状物質（物質（物質（物質（PMPMPMPM2.52.52.52.5）対策）対策）対策）対策    光光光光化化化化学オキ学オキ学オキ学オキシシシシダダダダンンンントトトト及び及び及び及び微小粒子状微小粒子状微小粒子状微小粒子状物質（物質（物質（物質（PPPPMMMM2.52.52.52.5））））へへへへのののの対策として、常対策として、常対策として、常対策として、常時時時時監監監監視視視視によるデーによるデーによるデーによるデータタタタのののの蓄蓄蓄蓄    積積積積や成や成や成や成分分分分分分分分析析析析によるによるによるによる原因解原因解原因解原因解明明明明を行を行を行を行ううううとともに、県とともに、県とともに、県とともに、県民民民民のののの健康健康健康健康被被被被害の害の害の害の未未未未然然然然防止防止防止防止のため、高のため、高のため、高のため、高濃濃濃濃度時度時度時度時にはにはにはには県県県県民民民民に一に一に一に一斉斉斉斉メメメメールをールをールをールを配配配配信信信信するなどするなどするなどするなど迅迅迅迅速速速速・的確な対応を・的確な対応を・的確な対応を・的確な対応を図図図図ります。ります。ります。ります。    （事業例） ○大気汚染物質の常時監視 ○注意報等の迅速な対応 ○「注意喚起のための暫定的な指針」に基づく迅速・的確な対応 ○微小粒子状物質（PM2.5）の原因解明に向けた調査研究     ①－３①－３①－３①－３    酸酸酸酸性雨性雨性雨性雨対策対策対策対策    酸酸酸酸性性性性雨雨雨雨の実の実の実の実態態態態をををを把握把握把握把握するため、国するため、国するため、国するため、国及び及び及び及び他他他他府府府府県県県県等等等等とととと連携連携連携連携したしたしたした酸酸酸酸性性性性雨雨雨雨モモモモニタニタニタニタリリリリンンンンググググ調査調査調査調査を実施するを実施するを実施するを実施する    とともに、県とともに、県とともに、県とともに、県内内内内におけるにおけるにおけるにおける原因原因原因原因物質の排出物質の排出物質の排出物質の排出抑抑抑抑制制制制に係るに係るに係るに係る取取取取り組みり組みり組みり組みをををを推進します。推進します。推進します。推進します。    （事業例） ○酸性雨モニタリング調査 ○工場･事業場等の指導等     
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②②②②生活環境の保全対策生活環境の保全対策生活環境の保全対策生活環境の保全対策    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞                                                        ＜＜＜＜目標目標目標目標＞＞＞＞                ＜＜＜＜関連指標関連指標関連指標関連指標＞＞＞＞    指標設定の趣旨 指標項目 現況値 Ｈ26 目標値 Ｈ32 生活環境の保全対策の状況を評価する指標として活用 ダイオキシン類の環境基準達成率 100％ （  7／7） 100％ 高濃度ＰＣＢ廃棄物の適正処理実施率 76.7％ 登録台数2,167台 処理台数1,662台 100％ 公害苦情件数（騒音、振動、悪臭等） 147件 件数の減                                                 

私私私私たたたたちちちちの日常生活や事業活動において、そのの日常生活や事業活動において、そのの日常生活や事業活動において、そのの日常生活や事業活動において、その利利利利便便便便性から性から性から性から直直直直接接接接・間・間・間・間接接接接を問わを問わを問わを問わずずずず多くの化多くの化多くの化多くの化学学学学物質物質物質物質    がががが使用さ使用さ使用さ使用されていますが、それらが環境中にれていますが、それらが環境中にれていますが、それらが環境中にれていますが、それらが環境中に漏漏漏漏出した出した出した出した場場場場合には、人の合には、人の合には、人の合には、人の健康健康健康健康や生や生や生や生態態態態系に影響を系に影響を系に影響を系に影響を及及及及ぼぼぼぼ    すおそれがあります。県では、環境中におけるすおそれがあります。県では、環境中におけるすおそれがあります。県では、環境中におけるすおそれがあります。県では、環境中におけるダダダダイイイイオキオキオキオキシンシンシンシン類類類類や環境や環境や環境や環境ホホホホルモルモルモルモン等ン等ン等ン等のののの調査調査調査調査を行ってを行ってを行ってを行って    いますが、全ての地点で環境基いますが、全ての地点で環境基いますが、全ての地点で環境基いますが、全ての地点で環境基準準準準をををを達達達達成しています成しています成しています成しています。。。。    一方、化一方、化一方、化一方、化学学学学物質による環境物質による環境物質による環境物質による環境汚汚汚汚染を染を染を染を未未未未然に然に然に然に防止防止防止防止するためには、それらが環境にするためには、それらが環境にするためには、それらが環境にするためには、それらが環境に与与与与ええええる影響をる影響をる影響をる影響を評評評評    価し、実価し、実価し、実価し、実態態態態をををを把握把握把握把握したしたしたしたうえうえうえうえでででで適切適切適切適切に管理するとともに、環境中に管理するとともに、環境中に管理するとともに、環境中に管理するとともに、環境中へへへへの排出量を減らし、環境リスクをの排出量を減らし、環境リスクをの排出量を減らし、環境リスクをの排出量を減らし、環境リスクを    総合的に低減総合的に低減総合的に低減総合的に低減させさせさせさせていくことていくことていくことていくことがががが重重重重要です。要です。要です。要です。アアアアススススベベベベストについては、ストについては、ストについては、ストについては、建建建建物物物物解解解解体体体体時等時等時等時等のののの適適適適正正正正処理を処理を処理を処理を    確保するとともに、確保するとともに、確保するとともに、確保するとともに、健康健康健康健康相相相相談談談談の実施やの実施やの実施やの実施や適切適切適切適切な情な情な情な情報提報提報提報提供供供供などなどなどなどにより、県により、県により、県により、県民民民民のののの健康健康健康健康被被被被害に対応してい害に対応してい害に対応してい害に対応してい    くことくことくことくことがががが求求求求められています。められています。められています。められています。    土壌土壌土壌土壌汚汚汚汚染染染染やややや騒音騒音騒音騒音・・・・振振振振動・動・動・動・悪臭悪臭悪臭悪臭についてもについてもについてもについても､､､､事業事業事業事業場場場場等等等等に対してに対してに対してに対して規制規制規制規制、、、、指導指導指導指導を行っていくを行っていくを行っていくを行っていく必必必必要があり要があり要があり要があり､､､､    また、東日本大震災また、東日本大震災また、東日本大震災また、東日本大震災以降以降以降以降、、、、県県県県民民民民のののの関関関関心心心心がががが高まっている高まっている高まっている高まっている放射放射放射放射性物質については、性物質については、性物質については、性物質については、引引引引き続き、定期・き続き、定期・き続き、定期・き続き、定期・    定点の観定点の観定点の観定点の観測測測測・情・情・情・情報提報提報提報提供供供供を行い、を行い、を行い、を行い、県県県県民民民民のののの不不不不安安安安解消解消解消解消をををを図図図図るるるる必必必必要があります。要があります。要があります。要があります。    
健康健康健康健康で安全な日常生活がで安全な日常生活がで安全な日常生活がで安全な日常生活が営営営営めるよめるよめるよめるようううう、きれいな生活環境を、きれいな生活環境を、きれいな生活環境を、きれいな生活環境を確保します。確保します。確保します。確保します。    

690 656 588 514 02004006008001,000
H22 H23 H24 H25

化学物質の量（ｔ） （出所：環境政策課）
環境中に排出される化学物質の量（ｔ）

202 164 196 183 147 0100200300
H22 H23 H24 H25 H26件数（件） （出所：環境政策課）
公害苦情件数【騒音・振動・悪臭】（件）

21.6 32.4 43.6 60.5 76.7
0204060

80100
H22 H23 H24 H25 H26

適正処理実施率（％） （出所：廃棄物対策課）
ＰＣＢの適正処理実施率（％）
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＜＜＜＜小施策・事業小施策・事業小施策・事業小施策・事業＞＞＞＞    ②－１②－１②－１②－１    化化化化学学学学物質対策物質対策物質対策物質対策    化化化化学学学学物質物質物質物質等等等等によるによるによるによる健康健康健康健康被被被被害や環境害や環境害や環境害や環境汚汚汚汚染を染を染を染を未未未未然に然に然に然に防止防止防止防止するため、するため、するため、するため、ダダダダイイイイオキオキオキオキシンシンシンシン類類類類などのモなどのモなどのモなどのモニタニタニタニタリリリリ    ンンンンググググ調査調査調査調査を実施するとともに、を実施するとともに、を実施するとともに、を実施するとともに、アアアアススススベベベベスト・スト・スト・スト・PCPCPCPCBBBB 廃棄物の廃棄物の廃棄物の廃棄物の適適適適正正正正処理処理処理処理等等等等についてについてについてについてのののの監監監監督督督督・・・・指導指導指導指導をををを徹底徹底徹底徹底します。また、化します。また、化します。また、化します。また、化学学学学物質物質物質物質等等等等に関する情に関する情に関する情に関する情報報報報を発を発を発を発信信信信し県し県し県し県民民民民のののの不不不不安安安安解消解消解消解消にににに努努努努めますめますめますめます。。。。    （事業例） ○ダイオキシン類や環境ホルモンのモニタリング調査 ○アスベストや PCB等廃棄物の適正処理の促進 ○土壌汚染対策の推進 ○PRTR 制度による事業者等の化学物質の自主的管理の促進  ②－２②－２②－２②－２    騒音騒音騒音騒音・・・・振振振振動・動・動・動・悪臭悪臭悪臭悪臭対策対策対策対策    騒音騒音騒音騒音、、、、振振振振動、動、動、動、悪臭悪臭悪臭悪臭によるによるによるによる被被被被害を出害を出害を出害を出ささささないため、ないため、ないため、ないため、法法法法令令令令等等等等にににに基づき、基づき、基づき、基づき、市町村市町村市町村市町村に対するに対するに対するに対する助助助助言言言言とととと緊緊緊緊密密密密なななな    連連連連絡絡絡絡調調調調整整整整をををを図図図図りながら、りながら、りながら、りながら、工場工場工場工場や事業や事業や事業や事業場場場場、、、、建建建建設設設設作業に対する作業に対する作業に対する作業に対する規制規制規制規制、、、、指導指導指導指導を行います。を行います。を行います。を行います。    （事業例） ○自動車騒音の常時監視 ○家畜排せつ物の適正管理の指導  ②－３②－３②－３②－３    放射線モニ放射線モニ放射線モニ放射線モニタタタタリリリリンンンンググググの実施の実施の実施の実施    県県県県民民民民のののの放射放射放射放射性物質に対する性物質に対する性物質に対する性物質に対する不不不不安安安安解消解消解消解消をををを図図図図るため、大気やるため、大気やるため、大気やるため、大気や土壌土壌土壌土壌などのなどのなどのなどの放射線放射線放射線放射線量の量の量の量の測測測測定・定・定・定・監監監監視視視視をををを    行行行行ううううとともに、そのとともに、そのとともに、そのとともに、その測測測測定定定定結結結結果果果果をををを情情情情報報報報提提提提供供供供します。します。します。します。    （事業例） ○放射線量の常時監視 
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③環境保全の③環境保全の③環境保全の③環境保全の基盤基盤基盤基盤的ス的ス的ス的スキキキキームの推進ームの推進ームの推進ームの推進    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞                                        ＜＜＜＜目標目標目標目標＞＞＞＞                ＜＜＜＜小施策・事業小施策・事業小施策・事業小施策・事業＞＞＞＞    ③－１③－１③－１③－１    環境影響評価環境影響評価環境影響評価環境影響評価制度制度制度制度の推進の推進の推進の推進    大大大大規模規模規模規模な開発行な開発行な開発行な開発行為為為為等等等等による環境による環境による環境による環境汚汚汚汚染や自然環境の染や自然環境の染や自然環境の染や自然環境の破壊破壊破壊破壊などをなどをなどをなどを未未未未然に然に然に然に防止防止防止防止するため、環境影響するため、環境影響するため、環境影響するため、環境影響    評評評評価価価価制度制度制度制度のののの適切適切適切適切なななな運用運用運用運用やややや普及普及普及普及啓啓啓啓発に発に発に発に取取取取り組みます。また、り組みます。また、り組みます。また、り組みます。また、法法法法・・・・条例条例条例条例がががが適用さ適用さ適用さ適用されれれれないないないない小小小小規模規模規模規模な開な開な開な開発行発行発行発行為為為為の実施にあたっても、環境にの実施にあたっても、環境にの実施にあたっても、環境にの実施にあたっても、環境に配慮配慮配慮配慮したしたしたした取取取取り組みが行われるり組みが行われるり組みが行われるり組みが行われるよよよようううう、県が、県が、県が、県が独独独独自に作成した「環境自に作成した「環境自に作成した「環境自に作成した「環境配慮指針配慮指針配慮指針配慮指針」の」の」の」の普及普及普及普及・・・・啓啓啓啓発を発を発を発を図図図図ります。ります。ります。ります。    （事業例） ○環境影響評価制度の適正な運用 ○環境配慮指針の普及啓発  ③－２③－２③－２③－２    環境に環境に環境に環境に関関関関する調査研究の推進する調査研究の推進する調査研究の推進する調査研究の推進    複雑化した環境問題を複雑化した環境問題を複雑化した環境問題を複雑化した環境問題を解決解決解決解決していくため、県していくため、県していくため、県していくため、県立立立立試験試験試験試験研究研究研究研究機関の機関の機関の機関の各分野各分野各分野各分野におけるにおけるにおけるにおける共同共同共同共同研究研究研究研究等等等等にににに    より、環境より、環境より、環境より、環境分野分野分野分野に関わるに関わるに関わるに関わる調査調査調査調査研究研究研究研究機機機機能能能能やややや技術技術技術技術開発体開発体開発体開発体制制制制のののの強強強強化を化を化を化を図図図図るとともに、るとともに、るとともに、るとともに、相互相互相互相互のののの連携連携連携連携を推進を推進を推進を推進します。また、国、地方します。また、国、地方します。また、国、地方します。また、国、地方公共団公共団公共団公共団体、大体、大体、大体、大学学学学、、、、民民民民間の間の間の間の研究研究研究研究機関機関機関機関等等等等とのとのとのとの連携連携連携連携をををを図図図図り、情り、情り、情り、情報報報報交交交交換・換・換・換・共同共同共同共同研究研究研究研究を推進します。を推進します。を推進します。を推進します。    （事業例） ○県立試験研究機関における調査研究 ○国等他の研究機関との連携・情報交換・共同研究推進 ○受託研究・産学官連携公募型研究推進 ○研究成果の県民・事業者への還元   

今日の環境問題は複雑多様化していることから今日の環境問題は複雑多様化していることから今日の環境問題は複雑多様化していることから今日の環境問題は複雑多様化していることから、、、、従来からの従来からの従来からの従来からの直接的な規直接的な規直接的な規直接的な規制方法だけでな制方法だけでな制方法だけでな制方法だけでな    く、環境影響評価による予防的・予見的手法の活用が重要となっています。く、環境影響評価による予防的・予見的手法の活用が重要となっています。く、環境影響評価による予防的・予見的手法の活用が重要となっています。く、環境影響評価による予防的・予見的手法の活用が重要となっています。県では、環境影県では、環境影県では、環境影県では、環境影    響評価条例を制定し、一定の要件を満たす大規模な開発事業等の実施に際しての環境影響評価条例を制定し、一定の要件を満たす大規模な開発事業等の実施に際しての環境影響評価条例を制定し、一定の要件を満たす大規模な開発事業等の実施に際しての環境影響評価条例を制定し、一定の要件を満たす大規模な開発事業等の実施に際しての環境影    響評価を事業者に義務づけています。また、開発事業者自らが自主的・積極的に環境配慮響評価を事業者に義務づけています。また、開発事業者自らが自主的・積極的に環境配慮響評価を事業者に義務づけています。また、開発事業者自らが自主的・積極的に環境配慮響評価を事業者に義務づけています。また、開発事業者自らが自主的・積極的に環境配慮    を行えるよう「環境配慮指針」を定めを行えるよう「環境配慮指針」を定めを行えるよう「環境配慮指針」を定めを行えるよう「環境配慮指針」を定めるとともに、るとともに、るとともに、るとともに、「公共事業に関する環境配慮指針」を作成し「公共事業に関する環境配慮指針」を作成し「公共事業に関する環境配慮指針」を作成し「公共事業に関する環境配慮指針」を作成し、、、、環境負荷の低減に取り組んでいます。環境負荷の低減に取り組んでいます。環境負荷の低減に取り組んでいます。環境負荷の低減に取り組んでいます。    また、県立試験研究機関における環境の監視・測定体制を強化するとともに、各機関が連また、県立試験研究機関における環境の監視・測定体制を強化するとともに、各機関が連また、県立試験研究機関における環境の監視・測定体制を強化するとともに、各機関が連また、県立試験研究機関における環境の監視・測定体制を強化するとともに、各機関が連    携しながら調査研究をさらに充実化させていく必要があります。携しながら調査研究をさらに充実化させていく必要があります。携しながら調査研究をさらに充実化させていく必要があります。携しながら調査研究をさらに充実化させていく必要があります。    
一定の開発行一定の開発行一定の開発行一定の開発行為為為為において環境において環境において環境において環境配慮配慮配慮配慮のののの徹底徹底徹底徹底を確保しますを確保しますを確保しますを確保します。。。。    
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（（（（６６６６））））生物多様生物多様生物多様生物多様性性性性の保全の保全の保全の保全     【施策の方向【施策の方向【施策の方向【施策の方向】】】】    豊豊豊豊かな生物多様性のかな生物多様性のかな生物多様性のかな生物多様性の恵恵恵恵みをみをみをみを将将将将来の来の来の来の世代世代世代世代にににに引引引引き継いでいくため、「生物多様性ならき継いでいくため、「生物多様性ならき継いでいくため、「生物多様性ならき継いでいくため、「生物多様性なら戦略戦略戦略戦略」に基」に基」に基」に基づき、県づき、県づき、県づき、県民民民民、、、、ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ、事業、事業、事業、事業者者者者、、、、教育教育教育教育・・・・研究研究研究研究機関機関機関機関等等等等とととと協働協働協働協働して良して良して良して良好好好好な自然環境を保全します。また、な自然環境を保全します。また、な自然環境を保全します。また、な自然環境を保全します。また、絶滅絶滅絶滅絶滅のおそれのあるのおそれのあるのおそれのあるのおそれのある希希希希少な少な少な少な野野野野生動生動生動生動植植植植物の生物の生物の生物の生息息息息・生・生・生・生育育育育環境の保全・環境の保全・環境の保全・環境の保全・再再再再生に生に生に生に取取取取りりりり組組組組むむむむとともに、増とともに、増とともに、増とともに、増ええええすすすすぎぎぎぎたたたた野野野野生動物の生動物の生動物の生動物の適適適適正正正正なななな密密密密度度度度管理や管理や管理や管理や外外外外来来来来種種種種による生による生による生による生態態態態系系系系等へ等へ等へ等へのののの被被被被害害害害防止防止防止防止のののの取取取取り組みを推進しり組みを推進しり組みを推進しり組みを推進します。ます。ます。ます。        【【【【現況・目標値（指標設定による評価）現況・目標値（指標設定による評価）現況・目標値（指標設定による評価）現況・目標値（指標設定による評価）】】】】    指標設定の趣旨 指標項目 現況値 Ｈ26 目標値 Ｈ32 小施策 
希少な野生動植物の保護管理の状況を評価する指標として活用 

県内の野生動植物種に占める希少野生動植物種の割合 ※全国平均 ： 8％（H19) 12％ 12％ 生物多様性の保全と再生 特定希少野生動植物の指定数 12種 20種 
生物多様性保全の取り組みを評価する指標として活用 

環境にやさしい農業シンボルマーク認証団体数 42団体 60団体 生態系サービスの持続可能な利用 エコファーマー認証者数 866 人 1,000 人 
「なら生物多様性ネットワーク」参画団体数 79団体 90団体                     
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①①①①生物多様生物多様生物多様生物多様性性性性の保全と再生の保全と再生の保全と再生の保全と再生    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞                                                    ＜＜＜＜目標目標目標目標＞＞＞＞            ＜＜＜＜関連指標関連指標関連指標関連指標＞＞＞＞    指標設定の趣旨 指標項目 現況値 Ｈ26 目標値 Ｈ32 希少な野生動植物の保護管理の 状況を評価する指標として活用 県内の野生動植物種に占める希少野生動植物種の割合 ※全国平均 ： 8％（H19) 12％ 12％ 特定希少野生動植物の指定数 12種 20種     ＜＜＜＜小施策・事業小施策・事業小施策・事業小施策・事業＞＞＞＞    ①－１①－１①－１①－１    重重重重要地域の保全要地域の保全要地域の保全要地域の保全    生物多様性の保全のためには生生物多様性の保全のためには生生物多様性の保全のためには生生物多様性の保全のためには生息息息息地の保地の保地の保地の保護護護護がががが必必必必要です。要です。要です。要です。特特特特に多様な生きものが生に多様な生きものが生に多様な生きものが生に多様な生きものが生息息息息・生・生・生・生育育育育すすすす    る一る一る一る一帯帯帯帯やややや貴貴貴貴重な重な重な重な種種種種が生が生が生が生息息息息・生・生・生・生育育育育するするするする場場場場を重要な地域を重要な地域を重要な地域を重要な地域にににに指指指指定して保定して保定して保定して保護護護護をしています。しかし、生物多をしています。しかし、生物多をしています。しかし、生物多をしています。しかし、生物多様性の様性の様性の様性の視視視視点から点から点から点から見見見見ると、ると、ると、ると、指指指指定実定実定実定実態態態態やややや規制内容規制内容規制内容規制内容、管理水、管理水、管理水、管理水準準準準の現の現の現の現状状状状はははは未未未未だだだだ十十十十分分分分とはいとはいとはいとはいええええないため、よないため、よないため、よないため、より効果的に機り効果的に機り効果的に機り効果的に機能能能能するよするよするよするよう必う必う必う必要な要な要な要な取取取取り組みり組みり組みり組みを進めます。を進めます。を進めます。を進めます。    （事業例） ○自然公園法･県希少野生動植物保護条例等による規制･指導､普及啓発 ○自然環境保全条例等に基づく規制・指導 ○生物多様性に配慮した鳥獣保護区の指定 ○自然公園の適正利用、野生動植物の保護、美化清掃などの強化 ○県・市町村天然記念物の保護 ○世界遺産及びユネスコエコパーク内の原生的な自然林保護 

現在の生物現在の生物現在の生物現在の生物種種種種のののの絶滅絶滅絶滅絶滅ススススピピピピーーーードドドドは、かつてないは、かつてないは、かつてないは、かつてないほほほほどどどど急速急速急速急速で、で、で、で、既既既既にににに失失失失われたわれたわれたわれた種種種種をををを再び再び再び再び蘇蘇蘇蘇ららららせせせせることることることること    は出来まは出来まは出来まは出来ませんせんせんせんが、が、が、が、絶滅絶滅絶滅絶滅のののの危危危危機に機に機に機に瀕瀕瀕瀕した生物した生物した生物した生物種種種種を保全することがを保全することがを保全することがを保全することが求求求求められています。められています。められています。められています。        本県は、本県は、本県は、本県は、北北北北方系と方系と方系と方系と南南南南方系の生物方系の生物方系の生物方系の生物分分分分布布布布が重なる地域であり、大和が重なる地域であり、大和が重なる地域であり、大和が重なる地域であり、大和平野平野平野平野などの低地から大などの低地から大などの低地から大などの低地から大峰峰峰峰山山山山系な系な系な系な    どのどのどのどの亜亜亜亜高高高高山帯山帯山帯山帯まで大きなまで大きなまで大きなまで大きな標標標標高高高高差差差差があるため、変化にがあるため、変化にがあるため、変化にがあるため、変化に富富富富んだんだんだんだ自然が残自然が残自然が残自然が残さささされており、多れており、多れており、多れており、多種種種種多様な生物多様な生物多様な生物多様な生物    が生が生が生が生息息息息・生・生・生・生育育育育しています。奈良県しています。奈良県しています。奈良県しています。奈良県版版版版レレレレッッッッドドドドデーデーデーデータタタタブブブブッッッックによれクによれクによれクによれば､ば､ば､ば､県県県県内内内内で生で生で生で生息息息息が確が確が確が確認認認認さささされたれたれたれた約約約約 9999,,,,000000000000    種種種種ののののうちうちうちうち、、、、希希希希少な少な少な少な野野野野生動生動生動生動植植植植物は物は物は物は 1111,,,,115115115115種種種種と全体のと全体のと全体のと全体の 12121212％％％％をををを占占占占めており、全国めており、全国めており、全国めており、全国平均平均平均平均（（（（8888％％％％）より）より）より）より割割割割合が合が合が合が    高くなっています。高くなっています。高くなっています。高くなっています。        一方、開発による一方、開発による一方、開発による一方、開発による野野野野生動生動生動生動植植植植物の生物の生物の生物の生息息息息・生・生・生・生育育育育地の地の地の地の破壊破壊破壊破壊や、や、や、や、森林森林森林森林や農地の管理や農地の管理や農地の管理や農地の管理不足不足不足不足等等等等によるによるによるによる里里里里地・地・地・地・    里山里山里山里山の減少やの減少やの減少やの減少や劣劣劣劣化化化化等等等等により、により、により、により、希希希希少な少な少な少な野野野野生動生動生動生動植植植植物の物の物の物の絶滅絶滅絶滅絶滅がががが危惧危惧危惧危惧さささされており、その保れており、その保れており、その保れており、その保護護護護がががが急急急急務務務務となっとなっとなっとなっ    ています。また、ています。また、ています。また、ています。また、外外外外来来来来種種種種による生による生による生による生態態態態系のかく系のかく系のかく系のかく乱乱乱乱や農や農や農や農林林林林水水水水産産産産業業業業等へ等へ等へ等へのののの被被被被害、害、害、害、鹿鹿鹿鹿やイやイやイやイノシシ等ノシシ等ノシシ等ノシシ等のののの野野野野生生生生    鳥獣鳥獣鳥獣鳥獣によるによるによるによる被被被被害が深刻化してきており、これらに対する対策も課題となっています。害が深刻化してきており、これらに対する対策も課題となっています。害が深刻化してきており、これらに対する対策も課題となっています。害が深刻化してきており、これらに対する対策も課題となっています。    
県県県県内内内内のののの野野野野生動生動生動生動植植植植物物物物種種種種にににに占占占占めるめるめるめる希希希希少少少少野野野野生動生動生動生動植植植植物物物物種種種種のののの割割割割合を合を合を合を維持維持維持維持します。します。します。します。    
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①－２①－２①－２①－２    野生動野生動野生動野生動植物植物植物植物の保の保の保の保護護護護と管理と管理と管理と管理    生物多生物多生物多生物多様性を保全していくため、様性を保全していくため、様性を保全していくため、様性を保全していくため、野野野野生動生動生動生動植植植植物に関する情物に関する情物に関する情物に関する情報報報報のののの提提提提供供供供やややや普及普及普及普及啓啓啓啓発を行発を行発を行発を行ううううとともに、とともに、とともに、とともに、希希希希    少少少少野野野野生動生動生動生動植植植植物の保物の保物の保物の保護護護護やややや外外外外来来来来種種種種対策を推進します。また、対策を推進します。また、対策を推進します。また、対策を推進します。また、近年近年近年近年、、、、鹿鹿鹿鹿ややややイイイイノシシノシシノシシノシシなどが増加し、農作物などが増加し、農作物などが増加し、農作物などが増加し、農作物や生や生や生や生態態態態系に影響を系に影響を系に影響を系に影響を与与与与ええええていることから、それらのていることから、それらのていることから、それらのていることから、それらの個個個個体体体体数数数数管理を実施するとともに、管理を実施するとともに、管理を実施するとともに、管理を実施するとともに、ペペペペッッッットのトのトのトの放放放放逐逐逐逐やややや遺遺遺遺棄による棄による棄による棄による感染症の感染症の感染症の感染症の伝播伝播伝播伝播等等等等をををを防ぐ防ぐ防ぐ防ぐため、動物ため、動物ため、動物ため、動物愛愛愛愛護護護護精神精神精神精神とととと適適適適正正正正飼養飼養飼養飼養のののの普及普及普及普及啓啓啓啓発や発や発や発や里里里里親親親親探探探探しなどのしなどのしなどのしなどの取取取取りりりり組みを進めます組みを進めます組みを進めます組みを進めます。。。。    （事業例） ○新たな特定希少野生動植物の指定 ○県・市町村天然記念物の保護 ○外来種防除の普及啓発 ○「鳥獣保護区」の指定 ○「特定鳥獣保護管理計画」に基づく対策実施 ○保護管理事業計画の策定・推進 ○ニホンジカ生息密度の適正化、植生の被害防止 ○地域と連携した外来種防除の推進 ○奈良県レッドリスト及びレッドデータブックの改訂 ○「奈良県野生生物目録」作成     ①－３①－３①－３①－３    地域地域地域地域特性特性特性特性に応じたに応じたに応じたに応じた生物多様生物多様生物多様生物多様性性性性の保全の保全の保全の保全    大大大大台台台台ヶ原ヶ原ヶ原ヶ原や大や大や大や大峰峰峰峰山山山山などにはなどにはなどにはなどには原原原原生生生生林林林林がががが見見見見られ、られ、られ、られ、古古古古くからの自然のくからの自然のくからの自然のくからの自然の姿姿姿姿が残るとてもが残るとてもが残るとてもが残るとても貴貴貴貴重な重な重な重な森林森林森林森林です。です。です。です。また、また、また、また、私私私私たたたたちちちち人間と自然との人間と自然との人間と自然との人間と自然との共共共共存存存存・・・・共共共共生の中で生の中で生の中で生の中で形形形形成成成成さささされたれたれたれた里里里里地地地地里山里山里山里山は、人々には、人々には、人々には、人々にううううるおいとるおいとるおいとるおいと癒癒癒癒しをしをしをしを与与与与ええええてくれるてくれるてくれるてくれる場場場場です。一方、です。一方、です。一方、です。一方、都都都都市部市部市部市部における河川やためにおける河川やためにおける河川やためにおける河川やため池池池池、、、、都都都都市公市公市公市公園園園園なども生物のなども生物のなども生物のなども生物の生生生生息息息息・生・生・生・生育育育育場所場所場所場所ととととして重要です。このよして重要です。このよして重要です。このよして重要です。このよううううなことから、地域なことから、地域なことから、地域なことから、地域特特特特性に応じた生物多様性の保全に性に応じた生物多様性の保全に性に応じた生物多様性の保全に性に応じた生物多様性の保全に努努努努めます。めます。めます。めます。    （事業例） ○春日山原始林、大台ヶ原、大峰山系などの森林生態系の保全・再生 ○施業放置林・環境保全林の整備促進 ○ナラ枯れ対策 ○耕作放棄地の再生・活用 ○獣害に強い里山づくり ○環境に配慮した川づくり ○保安林の計画的整備 ○なら彩りの森林景観の整備、なら森林ふれあいルートの整備 ○NPOやボランティア団体等による荒廃した里山林整備の推進 ○ため池の多面的活用 ○生産緑地地区の保全 ○都市公園での生きものの生息・生育環境となる水辺の保全･活用 ○近畿圏における水と緑のネットワーク形成         
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①－４①－４①－４①－４    水循環の再生水循環の再生水循環の再生水循環の再生    生物は生物は生物は生物は水循環の水循環の水循環の水循環の過程過程過程過程の中での中での中での中でささささままままざざざざまなまなまなまな恩恩恩恩恵恵恵恵をををを受受受受けけけけて生て生て生て生息息息息・生・生・生・生育育育育していることから、していることから、していることから、していることから、水循環水循環水循環水循環をををを再再再再生生生生することは生物多様性を保全していくすることは生物多様性を保全していくすることは生物多様性を保全していくすることは生物多様性を保全していくうえうえうえうえで重要です。このことから、河川、農業で重要です。このことから、河川、農業で重要です。このことから、河川、農業で重要です。このことから、河川、農業用用用用水水水水路路路路、ため、ため、ため、ため池池池池ななななどにおいてどにおいてどにおいてどにおいて､､､､地域地域地域地域住住住住民等民等民等民等とととと連携連携連携連携・・・・協働協働協働協働をををを図図図図りながらりながらりながらりながら､､､､水量水量水量水量････水質の改善や水質の改善や水質の改善や水質の改善や水水水水辺辺辺辺づくりにづくりにづくりにづくりに取取取取り組みます。り組みます。り組みます。り組みます。    （事業例） ○農地の保水機能の保全 ○ため池の多面的機能の活用 ○雨水貯留浸透施設の整備 ○透水性舗装の推進 ○環境用水の導入検討・促進 ○環境イベント等の実施 ○大和川水環境協議会や吉野川清流保全対策懇談会による取り組みの促進  ①－５①－５①－５①－５    地球温暖化への対応地球温暖化への対応地球温暖化への対応地球温暖化への対応    地球温暖化は、地球温暖化は、地球温暖化は、地球温暖化は、私私私私たたたたちちちち人間の生活人間の生活人間の生活人間の生活だだだだけでなく、多くけでなく、多くけでなく、多くけでなく、多くの生きものの生の生きものの生の生きものの生の生きものの生息息息息・生・生・生・生育育育育に影響をおよに影響をおよに影響をおよに影響をおよぼぼぼぼすもすもすもすものであり、温暖化のであり、温暖化のであり、温暖化のであり、温暖化防止防止防止防止は生物多様性の保全には生物多様性の保全には生物多様性の保全には生物多様性の保全に密接密接密接密接に関係しています。に関係しています。に関係しています。に関係しています。本本本本県は全県は全県は全県は全国に国に国に国に比比比比べべべべ家庭家庭家庭家庭部部部部門門門門におけるにおけるにおけるにおける二酸二酸二酸二酸化炭素排出の化炭素排出の化炭素排出の化炭素排出の割割割割合が高く、合が高く、合が高く、合が高く、個個個個人の人の人の人の消費消費消費消費志志志志向向向向や行動や行動や行動や行動意識意識意識意識に大きくに大きくに大きくに大きく依依依依存していること存していること存していること存していることからからからから、県、県、県、県民民民民の行動の行動の行動の行動意識意識意識意識を変を変を変を変ええええることが重要です。このため、ることが重要です。このため、ることが重要です。このため、ることが重要です。このため、様々な様々な様々な様々な普及普及普及普及啓啓啓啓発活動を発活動を発活動を発活動を通通通通した温暖化した温暖化した温暖化した温暖化防防防防止止止止対策を進めるとともに、対策を進めるとともに、対策を進めるとともに、対策を進めるとともに、太陽太陽太陽太陽光光光光、、、、木木木木質質質質ババババイイイイオマオマオマオマスなどのスなどのスなどのスなどの再再再再生生生生可能可能可能可能エネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギーの利利利利用促用促用促用促進や進や進や進や森林森林森林森林整備整備整備整備によるによるによるによる二酸二酸二酸二酸化炭素化炭素化炭素化炭素吸収吸収吸収吸収源源源源対策に対策に対策に対策に取取取取り組みます。り組みます。り組みます。り組みます。    （事業例） ○奈良県節電協議会による「奈良の節電スタイル」の普及 ○木質バイオマスエネルギー等、再生可能エネルギーの導入促進 ○奈良県地球温暖化防止活動推進センターや奈良県環境県民フォーラムによる啓発活動 ○各分野における CO2排出抑制の取り組み促進                                                         
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②生②生②生②生態系サ態系サ態系サ態系サーーーービビビビスの持スの持スの持スの持続続続続可能な可能な可能な可能な利利利利用用用用    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞                            ＜＜＜＜目標目標目標目標＞＞＞＞                ＜＜＜＜関連指標関連指標関連指標関連指標＞＞＞＞    指標設定の趣旨 指標項目 現況値 Ｈ26 目標値 Ｈ32 
生物多様性保全の取り組みを評価する指標として活用 

環境にやさしい農業シンボルマーク認証団体数 42団体 60団体 エコファーマー認証者数 866 人 1,000 人 「なら生物多様性ネットワーク」参加団体数 79団体 90団体                                                             

生物多様性の生物多様性の生物多様性の生物多様性の恵恵恵恵みは、みは、みは、みは、持持持持続続続続可能可能可能可能な方な方な方な方法法法法でででで保全・保全・保全・保全・利利利利用用用用することすることすることすることによりによりによりにより、、、、将将将将来に来に来に来にわたわたわたわたってってってって享享享享受受受受するするするする    ことができることができることができることができる私私私私たたたたちちちちのののの貴貴貴貴重な重な重な重な財財財財産産産産といといといといええええます。このことから、農ます。このことから、農ます。このことから、農ます。このことから、農林林林林水水水水産産産産業や業や業や業や製製製製造業などすべての造業などすべての造業などすべての造業などすべての    産産産産業活動において、生物多様性に業活動において、生物多様性に業活動において、生物多様性に業活動において、生物多様性に配慮配慮配慮配慮し、し、し、し、負荷負荷負荷負荷をををを最小最小最小最小化し化し化し化していくことがていくことがていくことがていくことが必必必必要です。また、生要です。また、生要です。また、生要です。また、生態態態態系系系系    をををを山山山山からからからから川川川川、、、、海海海海へへへへのののの大きな大きな大きな大きなつながりとしてつながりとしてつながりとしてつながりとして捉え捉え捉え捉え、生、生、生、生態態態態系自らが系自らが系自らが系自らが再再再再生できる生できる生できる生できる範囲範囲範囲範囲内内内内でででで利利利利用用用用するといするといするといするとい    うううう意識意識意識意識醸醸醸醸成成成成をををを図図図図ることも重要です。ることも重要です。ることも重要です。ることも重要です。    
生物多様性の生物多様性の生物多様性の生物多様性の恵恵恵恵みをみをみをみを持持持持続的に続的に続的に続的に享享享享受受受受できる社会をできる社会をできる社会をできる社会を目指目指目指目指します。します。します。します。    

20 30 38 42 
0102030

4050
H23 H24 H25 H26

団体数
（出所：農業水産振興課）

環境にやさしい農業シンボルマーク認証団体数 787 828 853 866 
6007008009001,000

H23 H24 H25 H26
認証者数（人） （出所：農業水産振興課）

エコファーマー認証者数
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＜＜＜＜小施策・事業小施策・事業小施策・事業小施策・事業＞＞＞＞    ②－１②－１②－１②－１    農林水産業における農林水産業における農林水産業における農林水産業における取取取取り組みり組みり組みり組み    農農農農林林林林水水水水産産産産業は、自然の循環機業は、自然の循環機業は、自然の循環機業は、自然の循環機能能能能をををを利利利利用用用用して、して、して、して、私私私私たたたたちちちち人間の生存に人間の生存に人間の生存に人間の生存に欠欠欠欠かかかかせせせせないないないない食料食料食料食料や生活や生活や生活や生活資資資資材材材材をををを供給供給供給供給しています。また、農しています。また、農しています。また、農しています。また、農山村山村山村山村地域の地域の地域の地域の豊豊豊豊かな自然環境は、農かな自然環境は、農かな自然環境は、農かな自然環境は、農林林林林水水水水産産産産業などの人の業などの人の業などの人の業などの人の営営営営みによりみによりみによりみにより維維維維持さ持さ持さ持されてきています。このよれてきています。このよれてきています。このよれてきています。このよううううなことから、農なことから、農なことから、農なことから、農林林林林水水水水産産産産業は、生物業は、生物業は、生物業は、生物資源資源資源資源のののの持持持持続続続続可能可能可能可能なななな利利利利用用用用といといといというううう側側側側面面面面かかかからのらのらのらの取取取取り組みがり組みがり組みがり組みが必必必必要であり、環境保全型の農業を要であり、環境保全型の農業を要であり、環境保全型の農業を要であり、環境保全型の農業を促促促促進するとともに進するとともに進するとともに進するとともに、、、、森林森林森林森林の機の機の機の機能能能能やややや土土土土地地地地条件条件条件条件に応じに応じに応じに応じたたたた健健健健全な全な全な全な森林森林森林森林づくりやづくりやづくりやづくりや木木木木材材材材産産産産業の業の業の業の振興振興振興振興をををを図図図図ります。ります。ります。ります。    （事業例） ○環境保全型農業の推進 ○県産材の利用促進 ○耕作放棄地の再生・活用 ○農地・水路施設の保全管理 ○環境に優しい農業に取り組むエコファーマー認定の推進 ○地球温暖化防止・生物多様性保全効果の高い営農活動の推進 ○カワウの個体数調整及び防除対策 ○コイヘルペスウィルス病の蔓延防止対策 ○渓流魚の産卵場造成  ②－２②－２②－２②－２    公共公共公共公共事業・地域開発・事業・地域開発・事業・地域開発・事業・地域開発・企企企企業活動における生物多様業活動における生物多様業活動における生物多様業活動における生物多様性性性性への配慮への配慮への配慮への配慮    生物生物生物生物資源資源資源資源のののの持持持持続続続続可能可能可能可能なななな利利利利用用用用を続けていくためには、を続けていくためには、を続けていくためには、を続けていくためには、公共公共公共公共事業や地域開発、事業や地域開発、事業や地域開発、事業や地域開発、企企企企業活動において業活動において業活動において業活動においてもももも、自然、自然、自然、自然環境環境環境環境へへへへのののの十十十十分分分分なななな配慮配慮配慮配慮がががが必必必必要であることから、環境影響要であることから、環境影響要であることから、環境影響要であることから、環境影響評評評評価などの環境価などの環境価などの環境価などの環境配慮制度配慮制度配慮制度配慮制度を活を活を活を活用用用用ししししながら、生物多様性のながら、生物多様性のながら、生物多様性のながら、生物多様性の劣劣劣劣化を化を化を化を最小限最小限最小限最小限にににに抑抑抑抑ええええるためのるためのるためのるための取取取取り組みをり組みをり組みをり組みを促促促促進します。進します。進します。進します。    （事業例） ○環境影響評価制度の推進 ○公共事業における環境配慮 ○木質バイオマスエネルギー等、再生可能エネルギーの導入促進 ○公共施設の再生可能エネルギー導入促進 ○環境配慮指針の普及啓発 ○企業の自然環境保全活動の促進 ○生物多様性アドバイザーによる情報提供  
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③③③③生物多様生物多様生物多様生物多様性性性性を活用した地域の活を活用した地域の活を活用した地域の活を活用した地域の活性性性性化化化化    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞                            ＜＜＜＜目標目標目標目標＞＞＞＞                ＜＜＜＜関連指標関連指標関連指標関連指標＞＞＞＞    指標設定の趣旨 指標項目 現況値 Ｈ26 目標値 Ｈ32 生物多様性保全の取り組みを評価する指標として活用 「なら生物多様性保全ネットワーク」参画団体数 79 90     ＜＜＜＜小施策・事業小施策・事業小施策・事業小施策・事業＞＞＞＞    ③－１③－１③－１③－１    希少希少希少希少野生動植物等の調査・保全活動を野生動植物等の調査・保全活動を野生動植物等の調査・保全活動を野生動植物等の調査・保全活動を通通通通した地域の活した地域の活した地域の活した地域の活性性性性化化化化    生生生生態態態態系を地域系を地域系を地域系を地域固有固有固有固有のののの財財財財産産産産として保全・活として保全・活として保全・活として保全・活用用用用するため、自然保するため、自然保するため、自然保するため、自然保護護護護団団団団体体体体等等等等とととと連携連携連携連携しながら、しながら、しながら、しながら、身近身近身近身近なななな    自然に自然に自然に自然に親親親親ししししむむむむためのためのためのための自然観自然観自然観自然観察察察察会会会会や展や展や展や展示示示示会などを実施するとともに、会などを実施するとともに、会などを実施するとともに、会などを実施するとともに、学学学学術術術術研究研究研究研究機関機関機関機関等等等等とのとのとのとの連携連携連携連携によによによによりりりり希希希希少少少少野野野野生動生動生動生動植植植植物の物の物の物の人人人人工工工工増増増増殖殖殖殖をををを図図図図るなどるなどるなどるなど、、、、地域の活性化につながる地域の活性化につながる地域の活性化につながる地域の活性化につながる取取取取り組みを推進します。り組みを推進します。り組みを推進します。り組みを推進します。    （事業例） ○自然観察会や山野草の展示会の開催 ○生息・生育地保全のボランティア活動の促進 ○希少野生動植物の人工増殖の推進     ③－２③－２③－２③－２    生物多様生物多様生物多様生物多様性性性性を活用した見を活用した見を活用した見を活用した見所所所所づくりづくりづくりづくり    地域の自然がもたらす川の地域の自然がもたらす川の地域の自然がもたらす川の地域の自然がもたらす川の幸幸幸幸やややや山山山山のののの幸幸幸幸にスにスにスにスポポポポッッッットをあて、自然トをあて、自然トをあて、自然トをあて、自然味味味味にあにあにあにあふふふふれるれるれるれる特産特産特産特産品づくりによる品づくりによる品づくりによる品づくりによる地域の活性化を推進します。また、大和地域の活性化を推進します。また、大和地域の活性化を推進します。また、大和地域の活性化を推進します。また、大和野野野野菜菜菜菜など県など県など県など県産産産産食食食食材材材材の活の活の活の活用用用用やややや食食食食文文文文化の継化の継化の継化の継承承承承・復活、・復活、・復活、・復活、奈良の奈良の奈良の奈良のおいしい「おいしい「おいしい「おいしい「食食食食」と県」と県」と県」と県内内内内のすのすのすのすばばばばらしい「らしい「らしい「らしい「眺望眺望眺望眺望」をリ」をリ」をリ」をリンンンンククククさせさせさせさせるるるることことことことなどなどなどなどによりによりによりにより、新たな奈良の、新たな奈良の、新たな奈良の、新たな奈良の魅力魅力魅力魅力創出に創出に創出に創出に取取取取り組みますり組みますり組みますり組みます。。。。    （事業例） ○地域の食材や景観資源等を活かした新たな魅力づくり                 

希希希希少な少な少な少な野野野野生動生動生動生動植植植植物の保物の保物の保物の保護護護護をはじめ、生物多様性の保全はをはじめ、生物多様性の保全はをはじめ、生物多様性の保全はをはじめ、生物多様性の保全は制約ば制約ば制約ば制約ばかりかりかりかりがががが連想連想連想連想さささされれれれががががちちちちですが、ですが、ですが、ですが、    生物多様性を地域生物多様性を地域生物多様性を地域生物多様性を地域資源資源資源資源としてとしてとしてとして上手上手上手上手に活に活に活に活用用用用することで、保することで、保することで、保することで、保護護護護にににに結結結結びびびびつくつくつくつくだだだだけでなく、経済的な価値、けでなく、経済的な価値、けでなく、経済的な価値、けでなく、経済的な価値、    ささささらには地域らには地域らには地域らには地域住住住住民民民民のののの誇誇誇誇りやりやりやりや愛愛愛愛着着着着をををを呼呼呼呼び起び起び起び起こし、人をこし、人をこし、人をこし、人を引引引引きつけ、地域の活性化につながることが期きつけ、地域の活性化につながることが期きつけ、地域の活性化につながることが期きつけ、地域の活性化につながることが期    待待待待できます。このことから、できます。このことから、できます。このことから、できます。このことから、豊豊豊豊かな自然を活かな自然を活かな自然を活かな自然を活用用用用した地域の活性化のした地域の活性化のした地域の活性化のした地域の活性化の取取取取り組みを進めていくことがり組みを進めていくことがり組みを進めていくことがり組みを進めていくことが必必必必    要です。要です。要です。要です。    
生物多様性を地域生物多様性を地域生物多様性を地域生物多様性を地域資源資源資源資源としてとしてとしてとして活活活活用用用用し、し、し、し、魅力魅力魅力魅力ある地域づくりを進めます。ある地域づくりを進めます。ある地域づくりを進めます。ある地域づくりを進めます。    
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③－３③－３③－３③－３    エエエエココココ・・・・グリグリグリグリーンーンーンーンツツツツーーーーリズリズリズリズムの推進ムの推進ムの推進ムの推進    近年近年近年近年、、、、スロースロースロースローラララライイイイフフフフやスローやスローやスローやスローフフフフーーーードドドドへへへへの関の関の関の関心心心心がががが高まるなかで、県高まるなかで、県高まるなかで、県高まるなかで、県内内内内でもエでもエでもエでもエココココ・・・・ググググリーリーリーリーンンンンツツツツーリーリーリーリズズズズムムムムにににによる地域活性化のよる地域活性化のよる地域活性化のよる地域活性化の取取取取り組みが進められています。このり組みが進められています。このり組みが進められています。このり組みが進められています。この状状状状況況況況をををを踏踏踏踏ままままええええて、エて、エて、エて、エココココ・・・・ググググリーリーリーリーンンンンツツツツーリーリーリーリズズズズムムムムののののプロプロプロプロググググラムラムラムラム支援支援支援支援となるよとなるよとなるよとなるようううう、、、、農農農農林林林林業の体業の体業の体業の体験験験験、地、地、地、地元元元元農農農農家家家家とのとのとのとのふふふふれあいなど、れあいなど、れあいなど、れあいなど、都都都都市市市市と農と農と農と農村村村村のののの交交交交流を流を流を流を積極積極積極積極的に的に的に的に促促促促進進進進します。します。します。します。    （事業例） ○農家民宿等の促進 ○体験交流型イベントの実施 ○生物多様性に着目したグリーン・ツーリズムやエコツーリズムの普及啓発  ④④④④生物多様生物多様生物多様生物多様性性性性をををを支支支支えるえるえるえる基盤基盤基盤基盤づくりづくりづくりづくり    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞                                ＜＜＜＜目標目標目標目標＞＞＞＞                ＜＜＜＜関連指標関連指標関連指標関連指標＞＞＞＞    指標設定の趣旨 指標項目 現況値 Ｈ26 目標値 Ｈ32 生物多様性保全の取り組みを評価する指標として活用 「なら生物多様性保全ネットワーク」参画団体数 79 90                             

生物多様性の保全と生物多様性の保全と生物多様性の保全と生物多様性の保全と持持持持続続続続可能可能可能可能なななな利利利利用用用用にににに向向向向けたけたけたけた取取取取りりりり組組組組みみみみを推進していくためには、県を推進していくためには、県を推進していくためには、県を推進していくためには、県民民民民、、、、民民民民間間間間    団団団団体、体、体、体、企企企企業、行政機関など多くの業、行政機関など多くの業、行政機関など多くの業、行政機関など多くの主主主主体が生物多様性について常日体が生物多様性について常日体が生物多様性について常日体が生物多様性について常日頃頃頃頃から関から関から関から関心心心心をををを持ち持ち持ち持ち、それ、それ、それ、それぞぞぞぞれれれれ    が自発的にが自発的にが自発的にが自発的に取取取取り組り組り組り組んんんんでいくことがでいくことがでいくことがでいくことが必必必必要です。また、生物多様性の要です。また、生物多様性の要です。また、生物多様性の要です。また、生物多様性の恵恵恵恵みにみにみにみに直直直直接ふ接ふ接ふ接ふれる体れる体れる体れる体験験験験をををを通通通通して、して、して、して、生物多様性との関わりを生物多様性との関わりを生物多様性との関わりを生物多様性との関わりを認認認認識識識識し、し、し、し、命命命命の大の大の大の大切さ切さ切さ切さや生物多様性の重要性についてや生物多様性の重要性についてや生物多様性の重要性についてや生物多様性の重要性について、、、、ささささらに理らに理らに理らに理解解解解を深を深を深を深    めるためのめるためのめるためのめるための意識意識意識意識醸醸醸醸成を成を成を成を図図図図ることもることもることもることも必必必必要です。要です。要です。要です。このよこのよこのよこのよううううなことから、生物多様性をなことから、生物多様性をなことから、生物多様性をなことから、生物多様性を支支支支ええええる基盤となるる基盤となるる基盤となるる基盤となる    自然環境自然環境自然環境自然環境教育教育教育教育のののの拠拠拠拠点機点機点機点機能能能能のののの形形形形成が成が成が成が必必必必要です。要です。要です。要です。    
生物多様性を生物多様性を生物多様性を生物多様性を支支支支ええええる基盤となる自然環境る基盤となる自然環境る基盤となる自然環境る基盤となる自然環境教育教育教育教育のののの拠拠拠拠点機点機点機点機能能能能のののの形形形形成を成を成を成を目指目指目指目指します。します。します。します。    
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＜＜＜＜小施策・事業小施策・事業小施策・事業小施策・事業＞＞＞＞    ④－１④－１④－１④－１    県民県民県民県民意識意識意識意識のののの醸醸醸醸成成成成    県県県県民民民民一人一人一人一人ひひひひとりが、生物多様性のとりが、生物多様性のとりが、生物多様性のとりが、生物多様性のもたらす自然のもたらす自然のもたらす自然のもたらす自然の恵恵恵恵みの重要性を理みの重要性を理みの重要性を理みの重要性を理解解解解し、行動にし、行動にし、行動にし、行動に移移移移していけるしていけるしていけるしていけるよよよようううう、、、、ラララライイイイフフフフススススタタタタイルの転換イルの転換イルの転換イルの転換をををを促促促促進するとともに、生物多様性を進するとともに、生物多様性を進するとともに、生物多様性を進するとともに、生物多様性を身近身近身近身近な問題とするためのな問題とするためのな問題とするためのな問題とするための普及普及普及普及啓啓啓啓発に発に発に発に取取取取り組みます。り組みます。り組みます。り組みます。    （事業例） ○イベント等での情報発信 ○各種メディアによる普及啓発     ④－２④－２④－２④－２    生物多様生物多様生物多様生物多様性性性性のののの恵恵恵恵みにみにみにみにふふふふれる機会の拡大れる機会の拡大れる機会の拡大れる機会の拡大    多くの人々が自然に多くの人々が自然に多くの人々が自然に多くの人々が自然にふふふふれあれあれあれあうううう機会を機会を機会を機会を持ち持ち持ち持ち、、、、自然のす自然のす自然のす自然のすばばばばらしらしらしらしささささをををを認認認認識識識識するとともに、するとともに、するとともに、するとともに、保保保保護護護護活動に活動に活動に活動に参参参参加する気加する気加する気加する気運運運運を高めていくため、「県を高めていくため、「県を高めていくため、「県を高めていくため、「県立野外立野外立野外立野外活動活動活動活動セセセセンタンタンタンター」などを活ー」などを活ー」などを活ー」などを活用用用用した自然体した自然体した自然体した自然体験験験験プロプロプロプロググググラムラムラムラムの作の作の作の作成・実施に成・実施に成・実施に成・実施に取取取取り組みます。り組みます。り組みます。り組みます。    （事業例） ○森林や川辺を利用した環境学習・体験の実施     ④－３④－３④－３④－３    多様な多様な多様な多様な主体主体主体主体によるによるによるによる連携・連携・連携・連携・協働協働協働協働の促進の促進の促進の促進    県県県県民民民民やややや民民民民間間間間団団団団体の自発的かつ体の自発的かつ体の自発的かつ体の自発的かつ積極積極積極積極的な保全活動や的な保全活動や的な保全活動や的な保全活動や企企企企業の社会業の社会業の社会業の社会貢献貢献貢献貢献活動を活動を活動を活動を促促促促進するため、県進するため、県進するため、県進するため、県、、、、市町村市町村市町村市町村など関係行政機関やなど関係行政機関やなど関係行政機関やなど関係行政機関や民民民民間間間間団団団団体体体体等等等等によりによりによりにより設設設設置置置置さささされたれたれたれた「なら生物多様性保全ネ「なら生物多様性保全ネ「なら生物多様性保全ネ「なら生物多様性保全ネッッッットトトトワワワワーク」ーク」ーク」ーク」にににに    よる活動よる活動よる活動よる活動をををを促促促促進します。進します。進します。進します。    （事業例） ○「なら生物多様性保全ネットワーク」の活動促進 ○生物多様性に関する研修会の実施  ④－４④－４④－４④－４    生物多様生物多様生物多様生物多様性性性性をををを支支支支えるえるえるえる拠点拠点拠点拠点的機能的機能的機能的機能の形成の形成の形成の形成    県県県県内内内内の生物多様性に関する情の生物多様性に関する情の生物多様性に関する情の生物多様性に関する情報報報報を一を一を一を一括括括括管理し、それらの情管理し、それらの情管理し、それらの情管理し、それらの情報報報報を発を発を発を発信信信信するとともに、するとともに、するとともに、するとともに、調査調査調査調査研究研究研究研究､､､､    技術技術技術技術開発、開発、開発、開発、教育普及等教育普及等教育普及等教育普及等を実施するためのを実施するためのを実施するためのを実施するためのセセセセンタンタンタンター機ー機ー機ー機能能能能をををを持持持持つつつつ拠拠拠拠点づくりを点づくりを点づくりを点づくりを検討検討検討検討・推進します。・推進します。・推進します。・推進します。    （事業例） ○調査研究、技術開発、教育普及等のセンター機能創設に向けた検討   
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（７）（７）（７）（７）人づくり・地域づくりの推進人づくり・地域づくりの推進人づくり・地域づくりの推進人づくり・地域づくりの推進     【施策の方向【施策の方向【施策の方向【施策の方向】】】】        景観・環境づくりを進めていくためには、一人景観・環境づくりを進めていくためには、一人景観・環境づくりを進めていくためには、一人景観・環境づくりを進めていくためには、一人ひひひひとりが地域や組とりが地域や組とりが地域や組とりが地域や組織織織織において自において自において自において自主主主主的・的・的・的・主主主主体的に体的に体的に体的に取取取取り組み、地域り組み、地域り組み、地域り組み、地域コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ活動としても定活動としても定活動としても定活動としても定着着着着・発展・発展・発展・発展させさせさせさせていくことがていくことがていくことがていくことが求求求求められます。そのため、奈められます。そのため、奈められます。そのため、奈められます。そのため、奈良モデルによる良モデルによる良モデルによる良モデルによる取取取取り組みはもとより、関係機関・り組みはもとより、関係機関・り組みはもとより、関係機関・り組みはもとより、関係機関・団団団団体、地域体、地域体、地域体、地域住住住住民等民等民等民等とととと連携連携連携連携・・・・協働協働協働協働しながら、イしながら、イしながら、イしながら、イベベベベンンンント・ト・ト・ト・講習講習講習講習会、会、会、会、ホホホホーーーームムムムペペペページなど様々な機会をージなど様々な機会をージなど様々な機会をージなど様々な機会を通通通通して、景観・環境づくりをして、景観・環境づくりをして、景観・環境づくりをして、景観・環境づくりを促促促促進するための進するための進するための進するための啓啓啓啓発発発発等等等等のののの取取取取り組みを推進します。また、景観・環境づくりにり組みを推進します。また、景観・環境づくりにり組みを推進します。また、景観・環境づくりにり組みを推進します。また、景観・環境づくりに向向向向けて、多様なけて、多様なけて、多様なけて、多様な主主主主体が体が体が体が互互互互いにいにいにいに連携連携連携連携・・・・協力協力協力協力するするするするパパパパートートートートナナナナーーーーシッシッシッシップのプのプのプの形形形形成を成を成を成を促促促促進することにより、進することにより、進することにより、進することにより、参参参参加と加と加と加と協働協働協働協働によるによるによるによる取取取取り組みを推進しり組みを推進しり組みを推進しり組みを推進します。ます。ます。ます。        【【【【現況・目標値（指標設定による評価）現況・目標値（指標設定による評価）現況・目標値（指標設定による評価）現況・目標値（指標設定による評価）】】】】    指標設定の趣旨 指標項目 現況値 Ｈ26 目標値 Ｈ32 小施策 
人材育成の取り組みを評価する指標として活用 森林環境教育指導者養成研修受講者数 2,895 人 4,500 人 環境を学ぶ機会づくり 花緑ボランティア登録者数（馬見丘陵公園花サポーター） 35 人／年 100 人／年 ストップ温暖化推進員の委嘱者数 177 人 250 人 歴史文化交流拠点としての奈良県の魅力度を評価する指標として活用 観光入込客数 3,811 万人 4,200 万人 （H31) 環境への取組を通じた「地域づくり」の推進 県民・事業者・行政の積極的な取組と連携・協働を評価する指標として活用 

景観づくり活動を実施している景観サポーター数 36 人 50 人 環境の保全を図る活動に取り組むＮＰＯ法人数 177団体 200団体 環境をテーマにしたビジネスモデル認定件数 70件 82件 温暖化防止実行計画を策定した市町村の割合 51％ 100％                         
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①①①①環境を環境を環境を環境を学ぶ学ぶ学ぶ学ぶ機会づくり機会づくり機会づくり機会づくり    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞                                    ＜＜＜＜目標目標目標目標＞＞＞＞                ＜＜＜＜関連指標関連指標関連指標関連指標＞＞＞＞    指標設定の趣旨 指標項目 現況値 Ｈ26 目標値 Ｈ32 
人材育成の取り組みを評価する指標として活用 森林環境教育指導者養成研修受講者数 2,895 人 4,500 人 花緑ボランティア登録者数（馬見丘陵公園花サポーター） 35 人／年 100 人／年 ストップ温暖化推進員の委嘱者数 177 人 250 人     ＜＜＜＜小施策・事業小施策・事業小施策・事業小施策・事業＞＞＞＞    ①－１①－１①－１①－１    環境環境環境環境教教教教育・環境育・環境育・環境育・環境学習学習学習学習の推進の推進の推進の推進    県県県県民民民民一人一人一人一人ひひひひとりが日常生活や経済活動のとりが日常生活や経済活動のとりが日常生活や経済活動のとりが日常生活や経済活動の場場場場で環境保全に対してで環境保全に対してで環境保全に対してで環境保全に対して意識意識意識意識し行動できるよし行動できるよし行動できるよし行動できるようううう、、、、家庭家庭家庭家庭やややや    学学学学校校校校、、、、職職職職場場場場等等等等の様々なの様々なの様々なの様々な場場場場面面面面で活で活で活で活用用用用できるプロできるプロできるプロできるプロググググラムラムラムラム等等等等を開発するとともに、を開発するとともに、を開発するとともに、を開発するとともに、自自自自主主主主的な環境保全活的な環境保全活的な環境保全活的な環境保全活動を推進するリー動を推進するリー動を推進するリー動を推進するリーダダダダーのーのーのーの育育育育成、成、成、成、各各各各種種種種イイイイベベベベンンンントトトト等等等等をををを通通通通したしたしたした普及普及普及普及啓啓啓啓発などに発などに発などに発などに取取取取り組みます。り組みます。り組みます。り組みます。    （事業例） ○環境教育・環境学習のプログラム開発 ○森林環境教育指導者など人材の育成と活用 ○講習会など機会の提供 ○小・中・高生に対する森林環境教育の推進 ○ストップ温暖化推進員の養成 ○環境アドバイザーの派遣  

環境問題の多くが日常生活や事業活動に環境問題の多くが日常生活や事業活動に環境問題の多くが日常生活や事業活動に環境問題の多くが日常生活や事業活動に起因起因起因起因していることから、そのしていることから、そのしていることから、そのしていることから、その解決解決解決解決にににに向向向向けては、環境けては、環境けては、環境けては、環境へへへへのののの負荷負荷負荷負荷が少ないが少ないが少ないが少ないラララライイイイフフフフススススタタタタイルや社会経済イルや社会経済イルや社会経済イルや社会経済シシシシスススステムへテムへテムへテムへの転換をの転換をの転換をの転換を図図図図りりりり、、、、将将将将来来来来世代世代世代世代にににに負担負担負担負担をかけないをかけないをかけないをかけない    持持持持続続続続可能可能可能可能な社会を構築していくことがな社会を構築していくことがな社会を構築していくことがな社会を構築していくことが必必必必要要要要です。また、です。また、です。また、です。また、持持持持続続続続可能可能可能可能な社会な社会な社会な社会をををを実現実現実現実現するためには、するためには、するためには、するためには、環環環環    境問題ついて自ら境問題ついて自ら境問題ついて自ら境問題ついて自ら考え考え考え考え行動に行動に行動に行動に移移移移すことのできる人すことのできる人すことのできる人すことのできる人材材材材をををを育育育育成することが重要です。成することが重要です。成することが重要です。成することが重要です。    このよこのよこのよこのよううううなことから、なことから、なことから、なことから、家庭家庭家庭家庭やややや学学学学校校校校、、、、職職職職場場場場等等等等のあらのあらのあらのあらゆゆゆゆるるるる場場場場面面面面において環境において環境において環境において環境教育教育教育教育・・・・学習学習学習学習をををを進め進め進め進め、、、、人人人人材材材材    育育育育成やプロ成やプロ成やプロ成やプロググググラムラムラムラム開発に開発に開発に開発に取取取取り組り組り組り組むむむむとともに、とともに、とともに、とともに、年年年年齢齢齢齢層層層層や関や関や関や関心心心心のののの度度度度合いに応じた合いに応じた合いに応じた合いに応じた場場場場や機会のや機会のや機会のや機会の提提提提供供供供を推を推を推を推    進進進進していくしていくしていくしていく必必必必要があります。要があります。要があります。要があります。    
県県県県民民民民一人一人一人一人ひひひひとりが環境とりが環境とりが環境とりが環境保全保全保全保全に対する理に対する理に対する理に対する理解解解解を深め、実を深め、実を深め、実を深め、実践践践践活動を行っている社会を活動を行っている社会を活動を行っている社会を活動を行っている社会を目指目指目指目指します。します。します。します。    



-82- 

①－２①－２①－２①－２    啓啓啓啓発イ発イ発イ発イベベベベンンンントトトトの実施の実施の実施の実施    環境保全の環境保全の環境保全の環境保全の取取取取り組みを推進するため、り組みを推進するため、り組みを推進するため、り組みを推進するため、身近身近身近身近な生活環境から地球環境にな生活環境から地球環境にな生活環境から地球環境にな生活環境から地球環境に至至至至るまで、環境問題にるまで、環境問題にるまで、環境問題にるまで、環境問題に    対する県対する県対する県対する県民意識民意識民意識民意識のののの醸醸醸醸成を成を成を成を図図図図り、一人り、一人り、一人り、一人ひひひひとりにできることはとりにできることはとりにできることはとりにできることは何何何何かをかをかをかを考え考え考え考えるるるる場場場場として環境として環境として環境として環境啓啓啓啓発イ発イ発イ発イベベベベンンンントをトをトをトを実施実施実施実施します。します。します。します。    （事業例） ○森林や川辺を利用した環境学習・体験の実施 ○市町村等と連携した啓発イベントや環境教育の実施 ○奈良県地球温暖化防止活動推進センターや奈良県環境県民フォーラムによる啓発活動 ○「不法投棄ゼロ作戦」 等による啓発活動の促進 ○水源地体験ツアーの開催 ○講習会など機会の提供    
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②②②②環境への環境への環境への環境への取取取取りりりり組組組組みみみみをををを通通通通しししした「地域づくり」の推進た「地域づくり」の推進た「地域づくり」の推進た「地域づくり」の推進    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞                                                ＜＜＜＜目標目標目標目標＞＞＞＞                ＜＜＜＜関連指標関連指標関連指標関連指標＞＞＞＞    指標設定の趣旨 指標項目 現況値 Ｈ26 目標値 Ｈ32 歴史文化交流拠点としての奈良県の魅力度を評価する指標として活用 観光入込客数 3,811 万人 4,000 万人 （H31) 
県民・事業者・行政の積極的な取組と連携・協働を評価する指標として活用 

景観づくり活動を実施している景観サポーター数 36 人 50 人 環境の保全を図る活動に取り組むNPO法人数 177団体 200団体 環境をテーマにしたビジネスモデル認定件数 70件 82件 温暖化防止実行計画を策定した市町村の割合 51％ 100％           

自然や環境自然や環境自然や環境自然や環境へへへへの関の関の関の関心心心心が高まるなかで、これまでが高まるなかで、これまでが高まるなかで、これまでが高まるなかで、これまで以上以上以上以上に行政と地域がに行政と地域がに行政と地域がに行政と地域が連携連携連携連携・・・・協働協働協働協働するするするする取取取取り組みり組みり組みり組み    がががが求求求求められます。一方、人口減少や高齢化、められます。一方、人口減少や高齢化、められます。一方、人口減少や高齢化、められます。一方、人口減少や高齢化、核家族核家族核家族核家族化などと化などと化などと化などと相相相相まって地域まって地域まって地域まって地域コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティーのーのーのーの衰退衰退衰退衰退    がががが懸懸懸懸念念念念さささされるなか、地域れるなか、地域れるなか、地域れるなか、地域コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティーに活ーに活ーに活ーに活力力力力があるがあるがあるがある場場場場合には、合には、合には、合には、景観景観景観景観保全にも保全にも保全にも保全にも積極積極積極積極的に的に的に的に取取取取り組まれり組まれり組まれり組まれ    ることが多くなることから、地域ることが多くなることから、地域ることが多くなることから、地域ることが多くなることから、地域コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティーによる環境保全のーによる環境保全のーによる環境保全のーによる環境保全の取取取取り組みのり組みのり組みのり組みの好好好好循環を創り出すこと循環を創り出すこと循環を創り出すこと循環を創り出すこと    がががが必必必必要となります。要となります。要となります。要となります。    このよこのよこのよこのよううううなことから、景観や環境づくりのなことから、景観や環境づくりのなことから、景観や環境づくりのなことから、景観や環境づくりの取取取取り組みをり組みをり組みをり組みを通通通通して地域の新たなして地域の新たなして地域の新たなして地域の新たな魅力魅力魅力魅力創出を創出を創出を創出を図図図図るため、るため、るため、るため、    多様な多様な多様な多様な主主主主体による自体による自体による自体による自主主主主的な実的な実的な実的な実践践践践活動を活動を活動を活動を誘誘誘誘発しながら、地域発しながら、地域発しながら、地域発しながら、地域内外内外内外内外のネのネのネのネッッッットトトトワワワワークづくりをークづくりをークづくりをークづくりを促促促促進する進する進する進する    必必必必要があります。要があります。要があります。要があります。        また、地域でのまた、地域でのまた、地域でのまた、地域での取取取取り組みをり組みをり組みをり組みを持持持持続続続続させさせさせさせるるるる仕仕仕仕組みづくりも重要であり、地域に組みづくりも重要であり、地域に組みづくりも重要であり、地域に組みづくりも重要であり、地域に根根根根ざざざざした環境した環境した環境した環境ビビビビジネスジネスジネスジネス    のののの促促促促進にも進にも進にも進にも取取取取り組り組り組り組む必む必む必む必要があります。要があります。要があります。要があります。    
景観や環境づく景観や環境づく景観や環境づく景観や環境づくりのりのりのりの取取取取り組みから地域の新たなり組みから地域の新たなり組みから地域の新たなり組みから地域の新たな魅力魅力魅力魅力を創出します。を創出します。を創出します。を創出します。    

159 169 167 170 177 
050100150200250

H22 H23 H24 H25 H26
ＮＰＯ法人数（団体） （出所：協働推進課）

環境保全を図る活動に取組むNPO法人数（団体） 65 67 70 70 70 020406080
100120

H22 H23 H24 H25 H26
認定件数（件） （出所：産業政策課）

環境をテーマにしたビジネスモデル認定件数（件）
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                                ＜＜＜＜小施策・事業小施策・事業小施策・事業小施策・事業＞＞＞＞    ②－１②－１②－１②－１    「きれい「きれい「きれい「きれいにににに暮ら暮ら暮ら暮らすすすす奈良県スタイル」実奈良県スタイル」実奈良県スタイル」実奈良県スタイル」実践団体践団体践団体践団体ネネネネットワットワットワットワーーーーククククの形成の形成の形成の形成    「きれいに「きれいに「きれいに「きれいに暮暮暮暮らす奈良県スらす奈良県スらす奈良県スらす奈良県スタタタタイル」の構築にイル」の構築にイル」の構築にイル」の構築に向向向向けて、全県的にけて、全県的にけて、全県的にけて、全県的に多様な多様な多様な多様な主主主主体体体体による実による実による実による実践践践践活動を活動を活動を活動を誘誘誘誘発・発・発・発・促促促促進するための推進体進するための推進体進するための推進体進するための推進体制制制制を構築・推進します。本計画の推進をを構築・推進します。本計画の推進をを構築・推進します。本計画の推進をを構築・推進します。本計画の推進を図図図図り、「大和川のきれい化」、り、「大和川のきれい化」、り、「大和川のきれい化」、り、「大和川のきれい化」、「奈良らしい景観づくり」、「奈良モデルによるごみ減量化」に重点的に「奈良らしい景観づくり」、「奈良モデルによるごみ減量化」に重点的に「奈良らしい景観づくり」、「奈良モデルによるごみ減量化」に重点的に「奈良らしい景観づくり」、「奈良モデルによるごみ減量化」に重点的に取取取取り組り組り組り組むむむむことにより、ことにより、ことにより、ことにより、誰誰誰誰もが安もが安もが安もが安心心心心してしてしてして快適快適快適快適にににに暮暮暮暮らすことのできる「らすことのできる「らすことのできる「らすことのできる「住住住住んんんんで良し」「で良し」「で良し」「で良し」「訪訪訪訪れて良し」の奈良県づくりをれて良し」の奈良県づくりをれて良し」の奈良県づくりをれて良し」の奈良県づくりを目指目指目指目指します。します。します。します。    （事業例） ○推進組織の設立・運営 ○参加団体間の連携・交流 ○行動計画・数値目標の共有・推進 ○優良実践者の表彰  ②－２②－２②－２②－２    景観・環境の景観・環境の景観・環境の景観・環境の魅魅魅魅力化による力化による力化による力化による新新新新たな観たな観たな観たな観光光光光の創出の創出の創出の創出    地域地域地域地域特特特特性を活かしながら、景観・環境づくりの成果を性を活かしながら、景観・環境づくりの成果を性を活かしながら、景観・環境づくりの成果を性を活かしながら、景観・環境づくりの成果を魅力魅力魅力魅力要素とすることにより、新たな観要素とすることにより、新たな観要素とすることにより、新たな観要素とすることにより、新たな観光光光光・・・・交交交交流を生み出し、県流を生み出し、県流を生み出し、県流を生み出し、県内外内外内外内外からからからから注注注注目さ目さ目さ目されるれるれるれる持持持持続続続続可能可能可能可能な地域づくりをな地域づくりをな地域づくりをな地域づくりを目指目指目指目指します。します。します。します。    （事業例） ○「歩く・なら」観光の推進 ○棚田の保全・利活用 ○景観と食材を活かした地域づくり ○農家民宿等の促進 ○体験交流型イベントの実施 ○広域自転車道整備等による自転車利用促進 ○「巡る奈良」滞在周遊型観光の推進  ②－３②－３②－３②－３    優優優優れた歴史れた歴史れた歴史れた歴史文文文文化化化化遺遺遺遺産を活用した景観・環境づくりの推進産を活用した景観・環境づくりの推進産を活用した景観・環境づくりの推進産を活用した景観・環境づくりの推進    世世世世界遺産界遺産界遺産界遺産や国や国や国や国宝宝宝宝などのなどのなどのなどの歴史歴史歴史歴史文文文文化化化化遺産遺産遺産遺産にににに着目着目着目着目して、これらをして、これらをして、これらをして、これらを拠拠拠拠点とする景観・環境づくりに点とする景観・環境づくりに点とする景観・環境づくりに点とする景観・環境づくりに取取取取りりりり    組組組組むむむむことにより、本県の国ことにより、本県の国ことにより、本県の国ことにより、本県の国際際際際的な的な的な的な歴史歴史歴史歴史文文文文化化化化交交交交流流流流拠拠拠拠点点点点としてのとしてのとしてのとしての魅力魅力魅力魅力ををををささささらに高めます。らに高めます。らに高めます。らに高めます。    （事業例） ○奈良公園・周辺の魅力向上・環境改善 ○平城宮跡歴史公園の整備       ○世界遺産等の保全・活用 

44.0 44.0 44.0 51.00204060
80100

H22 H23 H24 H25
市町村数の割合（％） （出所：環境省）
温暖化防止実行計画を策定している県内市町村数の割合（％）
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○文化的景観・伝統的建造物群・名勝（庭園、橋梁）の保護の推進 ○景観資産の登録・PR ○歴史的風土特別保存地区内の土地買入・管理 ○歴史文化遺産とその周辺地域における無電柱化の推進 ○歴史的町並みに配慮した街路整備 ○歴史的町並み・町屋等の保全・活用 ○「巡る奈良」滞在周遊型観光の推進  ②－４②－４②－４②－４    自然との自然との自然との自然とのふふふふれあいをれあいをれあいをれあいを通通通通した地域の活した地域の活した地域の活した地域の活性性性性化化化化    身近身近身近身近な自然とな自然とな自然とな自然とふふふふれあれあれあれあええええる機会やる機会やる機会やる機会や場場場場をををを創出創出創出創出し、し、し、し、それらをそれらをそれらをそれらを支支支支ええええる人る人る人る人材材材材のののの育育育育成などに成などに成などに成などに取取取取り組り組り組り組むむむむことによことによことによことにより、地域やり、地域やり、地域やり、地域や世代世代世代世代をををを超超超超ええええて多くの人々がて多くの人々がて多くの人々がて多くの人々が交交交交流できる流できる流できる流できる元元元元気な地域づくりを気な地域づくりを気な地域づくりを気な地域づくりを目指目指目指目指します。します。します。します。    （事業例） ○地域で育む里山づくり ○林内歩道等整備 ○森林環境教育指導者など人材の育成と活用 ○農家民宿等の促進 ○体験交流型イベントの実施 ○「自然公園指導員」の養成による自然公園の保護と適正な利用の促進     ②－５②－５②－５②－５    関係団体関係団体関係団体関係団体等の自等の自等の自等の自主主主主的・的・的・的・主体主体主体主体的な活動の促進的な活動の促進的な活動の促進的な活動の促進    民民民民間間間間団団団団体や事業体や事業体や事業体や事業者者者者が自が自が自が自主主主主的かつ的かつ的かつ的かつ主主主主体的に環境保全に体的に環境保全に体的に環境保全に体的に環境保全に取取取取り組めるより組めるより組めるより組めるようううう、情、情、情、情報提報提報提報提供供供供やややや広広広広報報報報等等等等によりによりによりにより住住住住民民民民参参参参加による地域活動を加による地域活動を加による地域活動を加による地域活動を促促促促進するとともに、進するとともに、進するとともに、進するとともに、農農農農産産産産物物物物等等等等のののの地地地地産産産産地地地地消消消消や県や県や県や県産産産産材材材材のののの利利利利用促用促用促用促進などを進などを進などを進などを図図図図り、地域にり、地域にり、地域にり、地域に根根根根ざざざざした環境した環境した環境した環境ビビビビジネスジネスジネスジネスへへへへのののの支援支援支援支援にににに取取取取り組みます。り組みます。り組みます。り組みます。    （事業例） ○奈良県地球温暖化防止活動推進センターや奈良県環境県民フォーラムによる啓発活動 ○環境ビジネスに対する支援 ○県・市町村の率先行動の推進 ○県民参加型クリーンアップ運動 ○地域住民等による道路・河川等の植栽や管理 ○サポーター・ボランティアとの協働 ○「なら生物多様性保全ネットワーク」の活動促進 ○県ホームページを活用した各主体間の交流の促進 ○環境に優しい農業に取り組むエコファーマー認定の推進 ○地球温暖化防止・生物多様性保全効果の高い営農活動の推進 ○農業等の地産地消の推進  
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第第第第６６６６編編編編    計画の進行管理計画の進行管理計画の進行管理計画の進行管理  
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第第第第 6666 編編編編    計画の進行管理計画の進行管理計画の進行管理計画の進行管理     計画の推進にあたっては、社会情勢の変化や施策・事業の成果を定期的に計画の推進にあたっては、社会情勢の変化や施策・事業の成果を定期的に計画の推進にあたっては、社会情勢の変化や施策・事業の成果を定期的に計画の推進にあたっては、社会情勢の変化や施策・事業の成果を定期的に把握把握把握把握・・・・評評評評価し、価し、価し、価し、適適適適切切切切なななな見直見直見直見直しを継続的に行っていくことが重要です。そのため、計画の進行管理は、環境しを継続的に行っていくことが重要です。そのため、計画の進行管理は、環境しを継続的に行っていくことが重要です。そのため、計画の進行管理は、環境しを継続的に行っていくことが重要です。そのため、計画の進行管理は、環境ママママネジネジネジネジメメメメンンンントトトトシシシシスススステムテムテムテムのののの考え考え考え考え方（方（方（方（PPPPDDDDCCCCAAAA サイクル）に基づき、計画の策定（サイクル）に基づき、計画の策定（サイクル）に基づき、計画の策定（サイクル）に基づき、計画の策定（PPPPlanlanlanlan）、事業の実施・）、事業の実施・）、事業の実施・）、事業の実施・運用運用運用運用（（（（DoDoDoDo）、）、）、）、実施実施実施実施状状状状況況況況等等等等の点の点の点の点検検検検及び及び及び及び評評評評価（価（価（価（CCCCheckheckheckheck）、事業）、事業）、事業）、事業内容内容内容内容のののの見直見直見直見直し（し（し（し（ActActActAct）の一）の一）の一）の一連連連連のサイクルにより実施しのサイクルにより実施しのサイクルにより実施しのサイクルにより実施します。ます。ます。ます。    計画の進計画の進計画の進計画の進捗捗捗捗状状状状況況況況等等等等は、は、は、は、市町村市町村市町村市町村、関係機関・、関係機関・、関係機関・、関係機関・団団団団体体体体等等等等との情との情との情との情報共報共報共報共有有有有をををを図図図図り、奈良県環境り、奈良県環境り、奈良県環境り、奈良県環境審審審審議議議議会を会を会を会をはじめはじめはじめはじめ各分野各分野各分野各分野におけるにおけるにおけるにおける協協協協議議議議会など様々な機会を活会など様々な機会を活会など様々な機会を活会など様々な機会を活用用用用してしてしてして検討検討検討検討・・・・評評評評価価価価するとともに、するとともに、するとともに、するとともに、広広広広く県く県く県く県民へ民へ民へ民へのののの情情情情報提報提報提報提供供供供にににに努努努努めます。めます。めます。めます。                           

PDCAPDCAPDCAPDCAサイクルによる進行管理サイクルによる進行管理サイクルによる進行管理サイクルによる進行管理 

情報発信・共有、“オール奈良”による推進情報発信・共有、“オール奈良”による推進情報発信・共有、“オール奈良”による推進情報発信・共有、“オール奈良”による推進 

継続的改善継続的改善継続的改善継続的改善 

Do（実施・運用） ○施策・事業の実施 ○事業実施における環境配慮 Plan（計画） ○施策・事業の立案・検討 ○必要に応じ計画改定 ○新規事業の創出 

Check（点検・評価） ○環境状況の把握 ○施策・事業成果の評価 ○環境白書等で公表 Act（見直し） ○施策・事業の見直し ○計画見直し等の検討 



 

   



 

  

奈良県くらし創造部景観・環境局環境政策課 

〒630-8501  奈良市登大路町３０ 

TEL：0742-27-8732 FAX：0742-22-1668 

http://www.eco.pref.nara.jp/ 


